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社会保障改悪と改憲に
� 対抗する運動を
社会保障改悪と改憲に
� 対抗する運動を

　

将
棋
の
名
人
戦

７
番
勝
負
が
た
け

な
わ
で
あ
る
。
第

４
局
の
時
点
で
、

森
内
名
人
３
勝
、

羽
生
挑
戦
者
１
勝
、
本
紙
面
が

で
き
上
が
る
頃
に
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
楽
し
み
な
と
こ

ろ
だ
。
我
々
ヘ
ボ
将
棋
の
レ
ベ

ル
で
は
と
て
も
理
解
で
き
な
い

だ
ろ
う
が
、
最
高
の
頭
脳
が
長

時
間
辛
吟
し
て
何
を
考
え
て
い

る
の
か
、
そ
っ
と
覗
い
て
み
た

い
気
が
す
る
▼
最
近
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
現
役
の
プ
ロ
棋
士

を
打
ち
負
か
し
た
。
チ
ェ
ス
は

す
で
に
数
年
前
、
世
界
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

軍
門
に
下
っ
た
と
か
。
な
る
ほ

ど
暗
記
力
や
検
索
力
で
は
、
人

間
の
脳
は
も
う
か
な
わ
な
い
だ

ろ
う
。
膨
大
な
デ
ー
タ
を
元
手

に
、
ド
ジ
も
ポ
カ
も
し
な
い
よ

う
な
対
戦
相
手
じ
ゃ
、
た
と
え

名
人
だ
っ
て
や
り
に
く
か
ろ
う

▼
話
は
変
わ
る
が
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
」
が
成
立
し
た
。
様
々

な
個
人
情
報
を
国
が
一
元
的
に

管
理
す
る
と
い
う
。
利
便
性
が

強
調
さ
れ
る
一
方
、
情
報
漏
れ

や
悪
用
を
危
惧
す
る
声
も
強

い
。
医
療
界
で
は
、
一
足
先
に

レ
セ
プ
ト
情
報
が
オ
ン
ラ
イ
ン

化
さ
れ
、
早
速
「
突
合
・
縦
覧

点
検
」
な
る
も
の
が
行
わ
れ
だ

し
た
。
医
療
費
削
減
の
た
め
、

何
カ
月
も
さ
か
の
ぼ
っ
て
デ
ー

タ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
▼

急
速
に
進
化
を
と
げ
る
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
、
国
民
を
管
理
・
統

制
す
る
た
め
の
道
具
に
し
て
も

い
い
の
か
、
や
る
せ
な
い
思
い

が
募
る
。
将
棋
の
話
に
戻
る

が
、
私
た
ち
が
見
た
い
の
は

「
人
間
の
力
」
に
よ
る
闘
い
で

あ
り
、
心
の
葛
藤
の
結
晶
の
棋

譜
だ
。
レ
セ
プ
ト
と
て
私
た
ち

と
患
者
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ

た
棋
譜
、
闘
い
の
記
録
で
も
あ

る
。
人
間
の
心
を
取
り
戻
す
審

査
・
指
導
を
求
め
る
運
動
を

「
次
の
一
手
」
に
し
よ
う（
星
）

今　号　の　記　事

２面ドクターズデモンストレーション2013
シンポジウム

　

安
倍
政
権
の
社
会
保
障
改
悪
に
対
抗
す
る
運
動
を―

―

。
協

会
は
５
月
19
日
に
第
83
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、
評
議
員
ら
１

０
２
人
が
参
加
し
た
。
２
０
１
２
年
度
会
務
報
告
と
２
０
１
３

年
度
方
針
案
、
予
算
案
を
承
認
し
、
池
内
春
樹
理
事
長
ら
新
役

員
を
選
出
。
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
と
消
費
税
増
税
法
を

実
施
し
な
い
こ
と
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
中
止
、
県
立
こ
ど
も
病

　

池
内
春
樹
理
事
長
は
開
会
あ

い
さ
つ
で
「
い
ま
、
９
条
を
改

悪
し
て
専
守
防
衛
の
自
衛
隊
を

国
防
軍
に
し
よ
う
と
す
る
動
き

や
憲
法
25
条
で
規
定
さ
れ
た
国

家
の
国
民
の
生
存
権
へ
の
責
任

を
、
個
人
や
家
族
の
責
任
に
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
」「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

本
当
に
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か

に
で
き
る
の
か
、
安
倍
首
相
の

７面文化部　初夏のウォーク感想文

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
消
費
税
増
税
反
対
な
ど

求
め
る
決
議
を
採
択　
　
　

憲
法
改
正
へ
の
動
き
は
大
変
危

険
だ
。
65
％
も
の
支
持
が
あ
る

安
倍
政
権
に
ど
う
す
れ
ば
対
抗

で
き
る
か
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

武
村
義
人
副
理
事
長
は
会
務

報
告
・
方
針
案
で
、
安
倍
政
権

は
経
済
活
性
化
で
希
望
が
も
て

る
よ
う
な
幻
想
を
ふ
り
ま
き
な

が
ら
、
医
療
・
社
会
保
障
の
改

悪
路
線
を
着
実
に
推
し
進
め
て

い
る
と
し
、
こ
の
路
線
に
抗

し
、
社
会
保
障
の
拡
充
と
雇
用

の
改
善
で
国
民
の
生
活
を
安
定

さ
せ
る
た
め
の
運
動
に
力
を
尽

く
そ
う
と
提
案
し
た
。

　

討
議
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や

消
費
税
増
税
、
原
発
再
稼
働
、

憲
法
問
題
な
ど
安
倍
政
権
の
進

め
る
政
策
の
危
険
性
を
指
摘
す

　

協
会
理
事
会
は
５
月
25

日
、
７
月
の
知
事
選
挙
に
む

け
た
基
本
方
針
案
、
重
点
要

求
案
を
討
議
し
、
井
戸
県
政

の
転
換
を
求
め
る
な
ど
の
原

案
を
承
認
し
た
。
原
案
は
４

月
27
日
の
理
事
会
で
提
案
さ

れ
、
全
支
部
に
討
議
を
要

新年度方針などを承認

請
。
今
次
理
事
会
ま
で
に
、

討
議
が
行
わ
れ
た
９
支
部
か

ら
基
本
方
針
の
承
認
と
、
要

求
案
に
つ
い
て
は
修
正
意
見

が
出
さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、

原
案
を
一
部
修
正
し
て
承
認

さ
れ
た
。
支
部
討
議
で
は
、

「
老
人
医
療
費
助
成
が
こ
ん

な
に
削
減
さ
れ
て
い
た
と
は

知
ら
な
か
っ
た
」「
東
日
本

大
震
災
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
た

暴
言
な
ど
も
許
せ
な
い
」
な

ど
厳
し
い
批
判
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

基
本
方
針
は
、
知
事
選
挙

に
対
す
る
協
会
の
対
応
と
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え
た

上
で
、
井
戸
県
政
を
評
価
。

福
祉
医
療
制
度
の
削
減
を
は

じ
め
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
問

題
、
県
立
塚
口
病
院
統
廃
合

へ
の
対
応
、
医
療
に
関
す
る

事
業
税
課
税
に
対
す
る
姿
勢

や
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
被

災
者
の
借
り
上
げ
住
宅
に
対

す
る
姿
勢
な
ど
を
指
摘
し
、

「
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守

る
県
政
に
転
換
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
痛
感
す
る
も
の
で

あ
り
、
ム
ダ
な
公
共
事
業
を

や
め
、
医
療
・
福
祉
を
優
先

す
る
県
政
へ
転
換
す
る
こ
と

を
県
民
に
訴
え
」「
開
業
保

険
医
の
要
求
を
実
現
さ
せ
よ

う
」
と
し
た
。

　

候
補
者
の
支
持
推
薦
に
つ

い
て
は
、
こ
の
間
、「
憲
法

が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る

会
」
に
参
加
す
る
中
で
、
県

民
の
共
同
の
場
と
し
て
発
展

す
る
よ
う
尽
力
し
て
き
た
経

緯
も
ふ
ま
え
、
同
会
が
擁
立

し
た
田
中
耕
太
郎
氏
と
の
間

で
、
政
策
協
定
を
結
び
支
持

推
薦
す
る
。
た
だ
し
直
接
的

な
支
援
活
動
は
、
有
志
の
会

で
行
う
こ
と
と
し
た
。

菊
地
英
博
氏
を
講
師
に
、
安
倍
政
権
の
ね
ら
い
を
学
び
活
発
な
議
論
が

行
わ
れ
た　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
知
事
選
挙
に
向
け
た
基
本
方
針
・
開
業
医
の
重
点
要
求（
案
）　　
　
　

３
面
に
掲
載　

第 

83 

回

評
議
員
会

院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
中
止
な
ど
を
求
め
る
決
議
を
採

択
し
た
。
特
別
講
演
と
し
て
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
国
民
は
豊
か

に
な
る
か
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
日
本
金
融
財
政
研
究
所
所
長
の

菊
池
英
博
氏
が
特
別
講
演
を
行
っ
た
。（
７
面
に
決
議
全
文
、

５
面
に
新
役
員
名
簿
、
次
号
に
発
言
要
旨
）

る
内
容
や
、
こ
ど
も
病
院
の
ポ

ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
問
題
や

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
、
東

ナ
リ
ス
ト
の
菊

池
英
博
氏
は
、

安
倍
政
権
の
進

め
る
「
大
胆
な

金
融
緩
和
政

策
」
に
つ
い

て
、
マ
ネ
タ
リ

ー
ベ
ー
ス
を
増

や
し
て
も
、
実

需
が
な
い
た
め

投
機
資
金
と
な

り
、
市
場
を
か

く
乱
し
て
い
る

と
述
べ
、
日
本

の
デ
フ
レ
は
財

　

６
月
16
日
、
日
曜
日
は
い

ま
か
ら
ご
予
定
下
さ
い
。
神

戸
駅
前
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
で
保

険
医
協
会
の
夏
祭
り
、
記
念

す
べ
き
第
45
回
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

会
務
報
告
と
方
針
案
・
予

算
案
に
つ
い
て
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
本
当
に
私
た
ち
の
生

活
は
よ
く
な
る
の
か
、
安
倍

首
相
の
憲
法
改
正
方
針
は
日

本
国
の
た
め
に
な
る
の
か
、

世
代
交
代
期
に
あ
る
協
会
で

協
会
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化

す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
な
ど
を
ご
審
議
い
た

だ
い
た
後
、
次
期
役
員
の
承

認
で
す
。

　

毎
回
す
ば
ら
し
い
知
的
興

奮
が
味
わ
え
る
記
念
講
演

は
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
・
免
疫
細
胞
生
物
学

教
室
の
湊
長
博
教
授
に
、
今

話
題
の
「
免
疫
老
化
と
疾

患
」
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。

　

先
生
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ご

家
族
、
従
業
員
の
み
な
さ
ま

も
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
心
か
ら
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

�

（
５
面
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

政
主
導
で
公
共
投
資
を
増
や
さ

な
い
と
解
消
し
な
い
と
解
説
。

　

ま
た
、
安
倍
政
権
の
産
業
競

争
力
会
議
に
は
、
竹
中
平
蔵
慶

応
大
学
教
授
が
参
加
し
て
お

り
、
解
雇
ル
ー
ル
の
緩
和
な
ど

規
制
緩
和
を
進
め
、
大
企
業
と

米
国
に
富
を
集
中
し
よ
う
と
す

る
政
策
を
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
国

民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
は
、
消
費
税
増
税
の
凍
結
、

雇
用
流
動
化
を
止
め
る
こ
と
な

ど
が
必
要
だ
と
述
べ
た
。

　

参
加
者
か
ら
多
数
の
質
問
が

出
さ
れ
た
。

協会理事会

県知事選挙へむけて
　基本方針、要求案を承認
� ｦ井戸県政の転換求める

第
45
回
総
会
で

�

お
会
い
し
ま
し
ょ
う

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

８面
第21回日常診より　
知的障害者入所更生施設における
23年間の歯科検診のまとめ

研
面
究

５面第45回総会プログラム

日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
の
取

り
組
み
や
支
部
活
動
な
ど
、
17

人
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

特
別
講
演
を
行
っ
た
日
本
金

融
財
政
研
究
所
所
長
で
経
済
ア

特
別
講
演

「
金
融
緩
和
だ
け
で
は
景
気
回
復
し
な
い
」

２面但馬地域で医科・歯科の審査対策勉強会
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訃　

報

ご
冥
福
を
お
祈
り

�

申
し
上
げ
ま
す

神
代　

尚
芳
先
生

須
磨
区　

内
・
外
・
整

外
・
リ
ハ
・
放
科

５
月
17
日　

享
年
67
歳

求　

人
①

◇
歯
科
衛
生
士

◇
勤
務
地　

尼
崎
市
南
武

庫
之
荘
１
丁
目
７―

10

◇
条　

件　

常
勤
・
パ
ー

ト
可
（
パ
ー
ト
時
給
１
３

０
０
円
～
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
06―

６
４
３
５―

９
９

９
５
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
06―

６
４

３
５―

９
９
６
４
）

　

あ
そ
う
デ
ン
タ
ル
ケ
ア

ま
で

求　

人
②

◇
歯
科
医
師

◇
勤
務
地　

神
戸
市
北
区

◇
条　

件　

常
勤
、
ア
ル

バ
イ
ト
可
（
月
額
給
与　

50
万
円
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
078―

393―

１
８
０
９　

　

協
会 

松
村
ま
で

鏡　
　

友
雄
先
生

灘
区　

内
・
神
内
・
精
・

皮
・
外
・
リ
ハ
科

３
月
17
日　

享
年
88
歳

各分野・政党のパネリストが熱い討論を行った

　

５
月
26
日
、
東
京
都
内
で

「
ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
３
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
満
員

の
３
０
０
人
の
医
療
関
係
者
ら

が
全
国
か
ら
参
加
し
た
。
兵
庫

協
会
か
ら
武
村
義
人
副
理
事

長
、
加
藤
隆
久
理
事
、
中
西

透
、
藤
森
隆
史
両
評
議
員
ら
６

人
が
参
加
し
た
。
主
催
は
住
江

憲
勇
保
団
連
会
長
、
植
山
直
人

全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
、
本

田
宏
埼
玉
県
済
世
会
栗
橋
病
院

院
長
補
佐
ら
が
代
表
世
話
人
を

務
め
る
同
実
行
委
員
会
。

　

第
１
部
は
、
井
上
博
之
宮
城

県
保
険
医
協
会
副
会
長
・
保
団

連
理
事
、
中
川
俊
男
日
本
医
師

会
副
会
長
、
宇
都
宮
健
児
前
日

弁
連
会
長
、
色
平
哲
郎
Ｊ
Ａ
長

野
厚
生
連
佐
久
総
合
病
院
医
師

ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
た
。

　

井
上
氏
は
東
日
本
大
震
災
の

医
療
費
窓
口
負
担
免
除
措
置
で

歯
科
患
者
が
増
加
し
た
と
し
、

３
割
負
担
が
受
診
抑
制
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
免
除
措
置
継
続

を
訴
え
た
。
中
川
氏
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
つ
い
て
自
民
党
内
の
反
対
派

が
声
明
を
上
げ
て
い
る
こ
と
な

ど
を
評
価
し
た
。
宇
都
宮
氏
は

格
差
社
会
の
実
態
を
報
告
し
、

政
府
の
生
活
保
護
制
度
改
悪
を

厳
し
く
批
判
。
色
平
氏
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
つ
い
て
、
米
国
で
は
通
商

条
約
締
結
の
権
利
は
オ
バ
マ
大

統
領
に
な
く
議
会
に
あ
る
と
日

本
政
府
や
マ
ス
コ
ミ
の
欺
瞞
を

指
摘
し
た
。

　

第
２
部
は
、
各
党
議
員
を
招

い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ

た
。
自
民
党
衆
院
議
員
で
医
師

の
三
ツ
林
裕
巳
氏
は
「
皆
保
険

維
持
に
は
消
費
税
増
税
が
必

要
」
と
訴
え
た
。
民
主
党
衆
院

議
員
の
柚
木
道
義
氏
は
、
民
主

党
政
権
下
で
の
診
療
報
酬
プ
ラ

ス
改
定
を
実
績
と
し
て
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
み
ん
な
の
党
衆
院
議

員
の
柿
沢
未
途
氏
は
「
全
企
業

か
ら
き
ち
ん
と
保
険
料
を
徴
収

す
れ
ば
財
源
が
生
ま
れ
る
」
と

提
案
し
た
。
日
本
維
新
の
会
衆

院
議
員
で
医
師
の
今
村
洋
史
氏

は
、
個
人
的
意
見
と
し
た
上
で

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
を
表
明
。
共

産
党
参
院
議
員
の
田
村
智
子
氏

は
、
政
府
の
生
活
保
護
法
改
悪

を
批
判
し
た
。
生
活
の
党
衆
院

議
員
の
小
宮
山
泰
子
氏
は
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
強
化
を

訴
え
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、
社
会
保
障

の
財
源
に
つ
い
て
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
本
田
氏
が
「
な
ぜ
消

費
税
だ
け
が
議
論
さ
れ
る
の

か
」
と
富
裕
層
・
大
企
業
優
遇

の
政
治
の
転
換
を
訴
え
た
。

　

４
月
28
日
、
初
め
て
但
馬
地

区
で
開
催
さ
れ
た
歯
科
会
員
懇

談
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

基
本
事
項
も
含
め
、
わ
か
り

や
す
い
事
例
を
パ
タ
ー
ン
化
し

比
較
し
な
が
ら
、
電
子
レ
セ
プ

ト
請
求
で
の
注
意
点
や
縦
覧
点

検
の
仕
組
み
、
紙
レ
セ
プ
ト
と

の
違
い
、
ま
た
今
後
の
審
査
の

方
向
性
の
傾
向
・
予
想
な
ど
、

貴
重
な
資
料
を
も
と
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
恥
ず
か
し

な
が
ら
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

治
療
や
算
定
に
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
環
境
で
、

お
２
人
の
講
師
の
先
生
方
に

は
、
そ
の
都
度
丁
寧
に
お
答
え

い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
は
自
己
紹
介
も
兼
ね

て
参
加
者
全
員
が
日
々
診
療
に

思
う
こ
と
、
診
療
内
容
の
地
域

性
、
治
療
、
返
戻
事
例
、
算
定

方
法
、
査
定
、
集
団
指
導
に
つ

い
て
…
な
ど
な
ど
を
話
す
時
間

も
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

非
常
に
有
意
義
で
楽
し
い
２

時
間
で
し
た
。
今
回
、
講
師
の

先
生
方
は
わ
ざ
わ
ざ
遠
方
か
ら

来
但
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

但
馬
地
区
の
会
員
の
皆
様
も
ぜ

ひ
と
も
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら

多
数
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
参
加
の
価
値
有

り
で
す
！

　

最
後
に
〝
何
か
疑
問
点
等
あ

れ
ば
い
つ
で
も
お
気
軽
に
保
険

医
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。〟
と
の
心
強
い
締
め
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ぜ
ひ
と
も
定
期
的
に

但
馬
地
区
で
の
開
催
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
美
方
郡
・
歯
科

 

山
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真
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４
月
28
日
、
但
馬
支
部
は

「
指
導
監
査
問
題
学
習
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
は
る
ば
る
但

馬
ま
で
来
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
八
木
先
生
に
は
感
謝

の
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

八
木
先
生
の
ご
講
演
内
容
に

つ
い
て
特
に
勉
強
に
な
っ
た
点

を
列
挙
し
ま
す
。

○
指
導
監
査
の
現
状

　

２
０
０
８
年
に
指
導
・
監
査

に
関
す
る
業
務
が
各
県
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
地
方
厚
生
局
に

移
管
し
て
以
降
、
医
療
機
関
へ

の
指
導
件
数
が
増
加
し
て
い

る
。
同
時
に
新
規
開
業
医
に
対

す
る
個
別
指
導
に
お
い
て
も
、

診
療
録
の
記
載
不
備
等
が
指
摘

さ
れ
た
場
合
は
、
以
前
に
は
な

か
っ
た
診
療
報
酬
の
返
還
を
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
個
別
指
導
の
指
摘
事
項

　

「
症
状
が
傷
病
名
に
な
っ
て

い
る
例
が
あ
り
留
意
さ
れ
た

テ
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
左
側

に
症
状
や
患
者
の
訴
え
、
右
に

所
見
や
処
方
等
を
書
く
こ
と
」

→
そ
ん
な
設
定
の
電
子
カ
ル
テ

な
ど
、
ど
こ
に
も
な
い
だ
ろ
う

が
！

　

（
す
み
ま
せ
ん
。
内
容
を
読

み
返
し
て
い
て
、
つ
い
頭
に
来

て
個
人
的
意
見
を
書
い
て
し
ま

い
ま
し
た
）

　

講
演
の
中
で
「
カ
ル
テ
の
２

号
用
紙
に
記
載
が
求
め
ら
れ
る

点
数
」
に
つ
い
て
は
、
今
さ
ら

な
が
ら
に
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

○�
監
査
に
つ
い
て い

」
→
症
状
名

も
含
め
厚
労
省

の
定
め
る
〝
傷

病
名
マ
ス
タ

ー
〟
で
傷
病
名

を
入
力
し
て
い

る
、
文
句
が
あ

る
な
ら
厚
労
省

に
言
え
！

　

「
電
子
カ
ル

　

監
査
か
ら
保
険
医
取
り
消
し

に
な
り
医
療
機
関
が
取
り
消
し

無
効
を
求
め
て
提
訴
し
た
事
例

を
も
と
に
、
監
査
の
詳
細
を
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
事
例
で
は
、
解
雇
さ
れ

た
事
務
職
員
が
匿
名
で
告
発
し

た
こ
と
、
告
発
事
項
は
点
数
表

・
療
養
担
当
規
則
に
違
反
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
監
査
が
入
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
他
に
行
政
か

ら
の
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら
れ

る
隙
の
あ
る
事
項
が
複
数
指
摘

さ
れ
、
保
険
医
取
り
消
し
処
分

に
至
っ
た
経
緯
を
ご
教
示
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

個
別
指
導
に
つ
い
て
も
監
査

に
つ
い
て
も
、
日
頃
か
ら
カ
ル

テ
の
記
載
等
や
院
内
掲
示
に
つ

い
て
備
え
て
お
く
こ
と
は
、
指

導
監
査
に
か
か
わ
り
な
く
と

も
、
色
々
な
面
で
行
政
や
支
払

側
か
ら
言
い
が
か
り
を
つ
け
ら

れ
る
隙
を
見
せ
な
い
備
え
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
良
く
理
解
で

き
た
学
習
会
で
し
た
。

ン
ド
へ
の
移
転
が
防
災
リ
ス

ク
管
理
に
反
す
る
こ
と
が
ま

す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
た
と

し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

に
よ
る
防
災
対
策
と
し
て
、

政
府
は
病
院
な
ど
を
高
台
に

移
転
さ
せ
る
た
め
に
補
助
金

を
支
出
す
る
方
針
だ
が
、
兵

庫
県
は
ま
っ
た
く
逆
行
し
て

い
る
と
指
摘
。

　

こ
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
県

民
か
ら
の
請
願
署
名
は
５
万

筆
を
超
え
て
お
り
、
６
月
末

ま
で
に
署
名
を
さ
ら
に
積
み

上
げ
、
県
知
事
選
挙
前
に
県

に
提
出
し
た
い
と
し
た
。
ま

た
、
県
病
院
局
が
繰
り
返
す

「
安
全
」
論
の
問
題
を
解
説

し
た
新
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た

と
紹
介
し
、
署
名
と
と
も
に

活
用
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
抗
議
は
が
き
を
知
事
あ

て
に
送
付
す
る
こ
と
も
提
起

さ
れ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
４
月
の

淡
路
地
震
で
県
立
淡
路
医
療

セ
ン
タ
ー
の
浸
水
壁
が
崩
れ

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
に
反
対

し
て
運
動
し
、
協
会
も
参
加

す
る
「
県
立
こ
ど
も
病
院
の

ポ
ー
ア
イ
移
転
計
画
を
撤
回

さ
せ
、
周
産
期
医
療
の
拡
充

を
求
め
る
会
（
略
称
・
こ
ど

も
病
院
連
絡
会
）」
は
５
月

21
日
、
神
戸
市
勤
労
会
館
で

報
告
集
会
を
開
催
し
、
33
人

が
参
加
し
た
。
集
会
で
は
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組

み
が
提
案
さ
れ
た
。

　

連
絡
会
事
務
局
長
の
中
川

和
彦
氏
は
、
昨
年
夏
か
ら
始

ま
っ
た
連
絡
会
の
取
り
組
み

を
ま
と
め
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

た
か
、
な
ぜ
あ
ん
な
と
こ
ろ

に
持
っ
て
い
く
の
か
」
と
怒

り
の
声
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

連
絡
会
は
、
引
き
続
き
運

動
を
続
け
、
協
会
は
新
チ
ラ

シ
を
会
員
に
届
け
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

た
こ
と
や
液
状

化
が
報
告
さ

れ
、
巨
大
災
害

で
想
定
さ
れ
る

こ
と
が
起
こ
っ

て
い
る
と
し

て
、
県
の
対
応

を
批
判
す
る
声

が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
被

災
者
で
中
央
市

民
病
院
に
行
け

ず
に
困
っ
た
経

験
者
か
ら
、
移

転
を
知
り
「
ま

　

但
馬
支
部
と
歯
科
部
会
は
、
社
保
・
審
査
対

策
を
中
心
と
し
た
会
員
懇
談
会
を
４
月
28
日
に

但
馬
地
域
で
開
催
。
医
科
・
歯
科
あ
わ
せ
て
17

人
が
参
加
し
た
。
指
導
・
審
査
や
監
査
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
、
医
科
で
は
八
木
秀
満
協
会

審
査
対
策
副
部
長
が
講
演
。
歯
科
で
は
川
村
雅

之
理
事
と
坂
口
智
計
評
議
員
が
話
題
提
供
し
た

後
、
参
加
者
で
意
見
交
換
し
た
。
医
科
歯
科
そ

れ
ぞ
れ
の
参
加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す
る
。

ドクターズ・デモンストレーション2013

社会保障改善の政治へ転換を
医療・福祉政策を問うシンポジウムを開催

こども病院
ポーアイ移転

「
署
名
、抗
議
は
が
き
、

チ
ラ
シ
の
普
及
進
め
よ
う
」

連
絡
会
が
報
告
集
会

県知事選挙に向けてさらにがんばろうと確認

講師を交えての意見交換が盛り上がった

感 想 文

但
馬
初
の
懇
談
会

ぜ
ひ
今
後
も
開
催
を

会
員
懇
談
会（
歯
科
）

但馬支部／歯科部会
審査対策の勉強会

感 想 文

カ
ル
テ
記
載
な
ど

日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要

審
査
対
策
勉
強
会（
医
科
）

事例も示しながら講義する
八木先生　　　　　　　　

　

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
行
政
や

審
査
支
払
側
の
、
隙
あ
ら
ば
医

療
機
関
を
潰
し
に
か
か
ろ
う
と

い
う
悪
意
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

 

【
美
方
郡　

下
山　
　

均
】
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協
会
が
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
承
認
し
た
基
本
方
針
と
要
求（
案
）は
以
下
の
通
り
。

は
じ
め
に

　

県
政
は
、
県
立
病
院
の
運
営

を
は
じ
め
地
域
医
療
計
画
の
策

定
な
ど
、
地
域
医
療
に
重
大
な

影
響
を
あ
た
え
、
さ
ら
に
福
祉

医
療
制
度
助
成
や
保
健
所
の
運

営
な
ど
、
県
民
医
療
を
左
右
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
間
、
国
政
で

の
政
権
交
代
を
経
験
す
る
中

で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参
加
、

巨
大
地
震
等
へ
の
災
害
対
策
を

は
じ
め
、
原
発
問
題
、
そ
し
て

憲
法
改
悪
問
題
な
ど
、
県
民
の

意
思
を
代
表
す
る
首
長
と
し
て

の
役
割
は
、
き
わ
め
て
重
要
に

な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
県
政

の
課
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
政
の
課
題
も
含
め
て
、
知
事

選
挙
に
お
い
て
、
我
々
の
要
求

を
実
現
す
る
重
要
な
機
会
と
し

て
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

１
、
経
過
（
こ
れ
ま
で
の
知
事

選
挙
へ
の
協
会
の
か
か
わ
り
）

　

協
会
は
、
民
主
的
討
論
を
経

た
上
で
、
首
長
選
挙
に
つ
い
て

は
、「
開
業
保
険
医
の
要
求
」

を
受
け
入
れ
、
こ
れ
を
実
現
す

る
無
党
派
の
候
補
者
を
推
薦

し
、
選
挙
母
体
に
参
加
し
て
必

要
な
活
動
を
行
う
こ
と
は
あ
り

得
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
き

た
。
同
時
に
、
こ
の
場
合
も
個

々
の
会
員
の
思
想
・
信
条
・
政

治
活
動
の
自
由
を
保
障
す
る
立

場
か
ら
、
別
に
自
主
的
な
後
援

会
と
し
て
「
医
師
・
歯
科
医
師

の
会
」
を
つ
く
り
選
挙
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
こ
の
首
長
選
挙

へ
の
対
応
は
、
固
定
し
た
も
の

で
な
く
、
常
に
具
体
的
に
検
討

す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
05
年
知
事

選
挙
は
、
協
会
と
し
て
特
定
候

補
者
の
支
持
推
薦
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
た
。
前
回
２
０
０
９

年
の
知
事
選
挙
で
は
、「
憲
法

が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る

会
」
に
参
加
す
る
中
で
、
同
会

が
擁
立
し
た
兵
庫
県
民
主
商
工

団
体
連
合
会
常
任
理
事
・
明
石

民
主
商
工
会
事
務
局
長
の
田
中

耕
太
郎
氏
（
憲
法
県
政
の
会
代

表
幹
事
）
を
候
補
者
と
し
て
推

薦
す
る
に
い
た
っ
た
。

　

36
団
体
が
加
盟
す
る
「
憲
法

が
輝
く
兵
庫
県
県
政
を
つ
く
る

会
」
は
、
日
常
的
に
県
政
の
問

題
に
取
り
組
み
、
書
籍
「
ウ
ィ

ー
ラ
ブ
兵
庫
」
の
発
行
や
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
県
政
学
習
会
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
協
会

は
、
同
会
の
代
表
に
武
村
副
理

事
長
が
参
加
し
、
ま
た
幹
事
会

に
参
画
す
る
中
で
、
県
民
の
共

同
の
場
と
し
て
発
展
す
る
よ
う

尽
力
し
て
き
た
。

２
、
井
戸
県
政
を
ど
う
み
る
か

　

井
戸
知
事
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ

い
て
は
交
渉
参
加
を
容
認
し
、

原
発
に
つ
い
て
も
大
飯
原
発
の

再
稼
働
を
容
認
し
、
む
し
ろ
関

西
広
域
連
合
の
広
域
連
合
長
と

し
て
積
極
的
に
再
開
を
誘
導
す

る
な
ど
、
原
発
ゼ
ロ
を
求
め
る

県
民
世
論
に
真
っ
向
か
ら
反
対

し
て
い
る
。
消
費
税
増
税
に
つ

い
て
も
、
地
方
へ
の
消
費
税
配

分
を
要
求
し
大
増
税
を
容
認
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
国
政
の

重
要
課
題
に
つ
い
て
、
県
民
の

世
論
と
利
益
に
反
す
る
言
動
を

と
っ
て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
被
災
者

の
借
り
上
げ
住
宅
問
題
で
は
、

被
災
者
の
運
動
に
よ
っ
て
、
よ

う
や
く
条
件
付
き
で
の
延
長
を

認
め
た
が
、
対
象
者
の
枠
は
狭

く
、
全
入
居
者
を
救
う
も
の
に

は
な
っ
て
い
な
い
。

　

県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
で
は
、
県
医

師
会
を
は
じ
め
、
医
療
関
係
団

体
や
患
者
会
な
ど
の
反
対
を
無

視
し
続
け
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
は
移
転
先
を
隠
し
て
実

施
す
る
な
ど
、
県
民
に
正
し
い

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
も
な

く
、
危
険
な
人
工
島
へ
の
移
転

を
推
し
進
め
て
い
る
。
防
災
リ

ス
ク
に
対
し
て
は
、
根
拠
も
示

さ
ず
に
安
全
論
を
ふ
り
ま
い
て

い
る
。

　

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
を
対

象
に
、
市
民
監
視
を
義
務
付
け

た
小
野
市
の
福
祉
条
例
に
対
し

て
も
、
問
題
は
な
い
と
し
て
容

認
し
た
姿
勢
も
重
大
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
中
学
３
年
生
ま

で
拡
大
し
前
進
し
た
。
た
だ

し
、
助
成
の
程
度
は
「
３
割
負

担
を
２
割
に
す
る
」
き
わ
め
て

薄
い
助
成
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
財
政
健
全
化
と
称
す
る

「
何
で
も
３
割
カ
ッ
ト
」
の
行

革
方
針
は
変
更
し
て
お
ら
ず
、

①
マ
ル
老
・
マ
ル
乳
等
の
所
得

制
限
の
改
悪
、
②
神
戸
空
港
の

推
進
、
③
国
政
に
追
随
す
る
だ

け
の
介
護
保
険
、
④
利
用
者
の

少
な
い
但
馬
空
港
へ
の
税
金
投

入
、
⑤
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
1
社
に

２
０
０
億
円
以
上
も
の
税
金
投

入
な
ど
、
国
の
「
構
造
改
革
」

路
線
に
追
随
す
る
県
政
を
行
っ

て
き
た
。
か
つ
て
政
府
税
調
委

員
時
に
は
、「
医
療
に
も
事
業

税
を
課
税
す
べ
き
」
と
要
求
し

た
発
言
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

　

県
立
塚
口
病
院
の
廃
院
問
題

で
は
、
尼
崎
市
に
二
つ
の
県
立

病
院
は
不
要
と
し
て
、
塚
口
病

院
の
廃
院
を
打
ち
出
し
た
。
こ

れ
は
公
立
病
院
の
リ
ス
ト
ラ
を

進
め
る
国
の
方
針
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

地
域
で
重
要
な
機
能
を
担
っ
て

い
る
実
態
か
ら
、
協
会
を
は
じ

め
、
市
医
師
会
、
住
民
ぐ
る
み

の
反
対
運
動
に
よ
っ
て
、
単
な

る
廃
止
を
撤
回
さ
せ
、
県
立
尼

崎
病
院
と
一
本
化
し
た
新
病
院

を
建
設
さ
せ
る
成
果
に
至
っ

た
。
し
か
し
、
塚
口
病
院
跡
地

問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
住

民
の
願
い
で
あ
る
入
院
医
療
機

関
を
残
す
こ
と
に
、
き
わ
め
て

消
極
的
で
あ
る
。

　

大
震
災
に
対
す
る
公
的
な
個

人
補
償
も
重
要
で
あ
る
。
井
戸

知
事
は
公
的
な
個
人
補
償
を
行

う
意
志
は
な
く
、
東
日
本
大
震

災
に
対
し
て
も
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
経
験
し
た
「
創
造
的

復
興
」
の
誤
り
を
教
訓
と
す
る

こ
と
な
く
、そ
の
結
果
、仮
設
住

宅
で
も
阪
神
の
経
験
が
繰
り
返

さ
れ
る
な
ど
、
被
災
地
の
知
事

と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
を
放

棄
し
て
い
る
に
等
し
い
。
東
日

本
大
震
災
を
「
チ
ャ
ン
ス
」
と

し
た
発
言
な
ど
も
許
さ
れ
な

い
。

　

我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
井
戸

県
政
の
姿
を
み
た
と
き
、
住
民

の
生
命
と
健
康
を
守
る
県
政
に

転
換
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛

感
す
る
も
の
で
あ
り
、
ム
ダ
な

公
共
事
業
を
や
め
、
医
療
・
福

祉
を
優
先
す
る
県
政
へ
転
換
す

る
こ
と
を
県
民
に
訴
え
る
も
の

で
あ
る
。

３
、
開
業
保
険
医
の
要
求
案
を

実
現
さ
せ
よ
う

　

我
々
は
、
県
民
医
療
の
改
善

等
、
別
記
の
要
求
の
実
現
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

４
、
支
持
推
薦
と
開
業
医
の
要

求
実
現
に
つ
い
て

　

今
回
、「
憲
法
県
政
の
会
」

が
候
補
者
と
し
て
擁
立
し
た
田

中
耕
太
郎
氏
は
、
前
回
知
事
選

挙
で
、
一
党
一
派
に
偏
せ
ず
、

広
範
な
県
民
の
支
持
を
得
る
条

件
が
あ
る
と
判
断
し
、
会
内
で

民
主
的
な
討
議
を
尽
く
し
た
上

で
、
協
会
の
要
求
を
も
と
に
政

策
協
定
を
行
い
、
支
持
推
薦
し

た
候
補
者
で
あ
る
。
今
回
、
あ

ら
た
め
て
、
政
策
協
定
を
行

い
、
支
持
推
薦
を
行
う
こ
と
と

す
る
。
た
だ
し
、
直
接
的
な
選

挙
支
援
の
活
動
は
、
有
志
の
会

で
行
う
こ
と
と
す
る
。

５
、
会
員
へ
の
情
報
提
供

　

協
会
の
要
求
案
や
候
補
者
の

政
策
な
ど
、
会
員
へ
の
情
報
提

供
に
つ
と
め
る
。

義
政
策
と
し
て
社
会
保
障
給
付

を
削
減
す
る
も
の
で
あ
り
廃
止

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
生
活
保

護
費
の
削
減
を
は
じ
め
と
し
た

社
会
保
障
の
大
改
悪
を
や
め
、

医
療
・
福
祉
・
年
金
の
拡
充
へ

転
換
を
求
め
る
こ
と
。

　

社
会
保
障
の
財
源
不
足
を
、

消
費
税
増
税
で
国
民
に
転
嫁
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
内
部

留
保
を
増
加
さ
せ
て
い
る
大
企

業
の
法
人
税
増
税
や
、
富
裕
層

に
増
税
す
る
な
ど
、
応
能
負
担

の
原
則
に
基
づ
い
た
財
源
の
確

保
を
求
め
る
こ
と
。

４
、
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の

生
活
復
興
を
推
進
す
る
こ
と

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
上
回

る
巨
大
災
害
で
あ
る
と
同
時

に
、
原
発
事
故
に
よ
る
避
難

は
、
被
災
者
に
想
像
を
絶
す
る

苦
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
少

な
く
と
も
生
活
を
復
興
で
き
る

ま
で
は
医
療
費
窓
口
負
担
助
成

を
国
に
求
め
る
こ
と
。
仮
設
住

宅
の
必
要
な
改
修
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
な
ど
、
被

災
者
の
生
活
復
興
を
最
大
目
標

に
掲
げ
た
支
援
に
尽
力
す
る
こ

と
。

５
、
憲
法
を
守
り
、
社
会
保
障

を
基
盤
と
し
た
県
政
を
め
ざ
す

こ
と

　

国
民
主
権
の
も
と
立
憲
主
義

の
立
場
に
た
つ
現
憲
法
の
改
悪

は
、
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
。
憲

法
第
25
条
は
、
社
会
保
障
の
基

盤
で
あ
り
、
国
民
皆
保
険
の
土

台
で
あ
る
。
憲
法
25
条
の
実
現

を
め
ざ
す
こ
と
を
強
く
求
め
る

こ
と
。

Ⅱ
、
県
民
の
生
活
と

安
全
を
守
る
県
政
に

１
、
医
療
・
福
祉
制
度
を
拡
充

す
る
こ
と

　

①
老
人
医
療
費
助
成
制
度
の

対
象
を
拡
大
し
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
は
１
割
負
担
と
な
る
よ

う
医
療
保
険
制
度
と
の
差
額
を

助
成
す
る
こ
と
（
65
歳
以
上
75

歳
未
満
ま
で
拡
大
し
、
自
己
負

担
額
は
75
歳
以
上
の
１
割
負
担

と
同
程
度
と
す
る
こ
と
）。

　

②
入
院
給
食
費
助
成
を
復
活

す
る
こ
と
。

　

③
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
費

は
所
得
制
限
を
な
く
し
、
義
務

教
育
終
了
ま
で
無
料
と
す
る
こ

と
。

　

④
福
祉
医
療
対
象
者
の
薬
局

に
お
け
る
患
者
負
担
を
廃
止
す

る
こ
と
。

　

⑤
妊
産
婦
健
診
助
成
を
拡
充

す
る
こ
と
。

　

⑥
全
住
民
が
切
れ
目
な
く
歯

科
疾
患
検
診
と
妊
産
婦
歯
科
検

診
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

　

⑦
予
防
接
種
事
業
は
原
則
無

料
と
し
、
全
員
が
平
等
に
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

⑧
介
護
保
険
制
度
の
保
険
料

・
利
用
料
に
つ
い
て
独
自
の
減

免
制
度
を
も
う
け
る
こ
と
。

　

⑨
介
護
保
険
制
度
に
か
か
わ

る
マ
ン
パ
ワ
ー
を
増
員
し
、
同

時
に
待
遇
を
改
善
す
る
こ
と
。

　

⑩
生
保
等
福
祉
受
給
者
を
監

視
し
た
り
、
差
別
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
つ
と
め
る
こ
と
。

２
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
を
中
止
す

る
こ
と

は
じ
め
に

　

２
０
１
３
年
兵
庫
県
知
事
選

挙
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
、
東
日

本
大
震
災
と
原
発
問
題
な
ど
、

国
政
レ
ベ
ル
の
重
要
な
問
題
が

山
積
す
る
中
で
行
わ
れ
る
。
県

政
の
課
題
が
知
事
選
挙
の
中
心

と
な
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
こ

れ
ら
重
大
な
国
政
問
題
は
、
県

政
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
知
事
の
発
言
力
は
大
き
な

も
の
が
あ
る
。
特
に
阪
神
・
淡

路
大
震
災
被
災
県
の
知
事
と
し

て
果
た
す
べ
き
役
割
の
大
き
さ

な
ど
特
別
に
重
要
な
意
義
を
も

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の

知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
国

政
の
重
要
問
題
に
つ
い
て
も
、

開
業
医
の
重
点
要
求
と
し
て
位

置
づ
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

我
々
は
、
第
一
線
医
療
を
担

う
も
の
と
し
て
、
下
記
の
要
求

の
実
現
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。Ⅰ

、
国
政
の
重
要
課
題

に
つ
い
て

１
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
か
ら
撤

退
す
る
こ
と

　

安
倍
首
相
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参

加
決
定
に
よ
り
、
国
民
皆
保
険

が
形
骸
化
す
る
恐
れ
が
き
わ
め

て
強
く
な
っ
た
。
参
加
後
の
交

渉
内
容
が
国
民
に
開
示
さ
れ
る

可
能
性
も
低
く
、
秘
密
審
議
で

国
民
に
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。

２
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
め

ざ
す
こ
と

　

史
上
最
悪
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
福
島
第
１
原
発
事
故
に
対

し
て
、
未
だ
収
束
で
き
ず
検
証

も
不
十
分
な
中
で
、
原
発
の
再

稼
働
は
断
じ
て
容
認
で
き
な

い
。
福
井
県
の
大
飯
原
発
停
止

を
要
求
し
、
全
原
発
を
廃
炉
に

す
る
道
に
踏
み
出
す
よ
う
求
め

る
こ
と
。
同
時
に
、
日
本
は
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫
で
あ

り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
促
進
す
る
こ
と
。

３
、
社
会
保
障
改
悪
と
消
費
税

増
税
に
反
対
す
る
こ
と

　

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革

と
称
す
る
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
の
実
態
は
、
新
自
由
主

　

①
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
の

移
転
計
画
を
中
止
す
る
こ
と
。

　

②
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
を
県
下
に
少
な
く
と
も

５
カ
所
整
備
す
る
こ
と
。

３
、
開
業
保
険
医
が
安
心
し
て

診
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と

　

①
保
険
診
療
に
関
す
る
監
督

責
任
の
あ
る
県
と
し
て
、
次
の

こ
と
に
留
意
す
る
こ
と
。
審
査

・
指
導
は
「
行
政
手
続
法
」
の

趣
旨
に
も
と
づ
き
行
わ
せ
る
こ

と
。
主
治
医
の
裁
量
権
を
尊
重

し
、
医
学
・
医
療
内
容
を
無
視

し
た
経
済
審
査
や
強
権
的
指
導

・
監
査
を
是
正
す
る
こ
と
。
事

務
職
員
に
よ
る
医
療
内
容
の
点

検
関
与
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
民

間
委
託
は
や
め
さ
せ
る
こ
と
。

　

②
医
療
廃
棄
物
処
理
に
つ
い

て
公
費
助
成
を
行
う
こ
と
。

　

③
看
護
師
・
助
産
師
・
介
護

福
祉
士
の
不
足
を
解
消
す
る
た

め
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

　

④
県
下
全
自
治
体
に
歯
科
検

診
・
予
防
活
動
の
セ
ン
タ
ー
と

な
る
口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
設

立
す
る
こ
と
。

４
、
公
的
医
療
機
関
の
機
能
を

充
実
す
る
こ
と

　

①
県
立
塚
口
病
院
跡
地
に
、

安
心
し
て
入
院
が
で
き
る
病
院

を
誘
致
す
る
こ
と
。

　

②
県
立
病
院
は
引
き
続
き
県

立
・
県
営
で
の
拡
充
を
お
こ
な

う
こ
と
。

　

③
県
立
病
院
の
職
員
削
減
計

画
を
や
め
、
一
般
会
計
か
ら
の

補
助
金
を
増
額
す
る
こ
と
。

　

④
公
立
病
院
の
無
理
な
集
約

化
の
促
進
を
や
め
、
医
療
関
係

者
と
住
民
、
地
元
行
政
の
合
意

を
尊
重
す
る
こ
と
。
医
師
を
確

保
す
る
た
め
直
接
的
な
助
成
を

行
う
こ
と
。

　

⑤
結
核
の
治
療
、
検
査
体
制

を
整
備
す
る
こ
と
。

５
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興

要
求

　

①
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

の
改
正
を
ふ
ま
え
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
被
災
者
の
暮
ら
し
再

建
・
救
済
の
た
め
に
特
例
措
置

を
講
ず
る
こ
と
。

　

②
災
害
援
護
資
金
、
各
種
震

災
関
連
融
資
の
返
済
条
件
を
緩

和
す
る
こ
と
。

　

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

の
支
援
限
度
額
引
き
上
げ
、
半

壊
・
一
部
損
壊
世
帯
・
住
宅
店

舗
へ
の
適
用
拡
大
、
災
害
規
模

に
よ
る
適
用
条
件
の
廃
止
を
国

に
求
め
る
こ
と
。

　

④
借
り
上
げ
住
宅
の
契
約
期

間
を
延
長
し
、
高
齢
者
や
障
害

者
、
要
介
護
者
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。

　

⑤
民
間
医
療
機
関
の
耐
震
診

断
、
耐
震
補
強
に
助
成
す
る
こ

と
。

　

⑥
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

対
す
る
防
災
対
策
を
強
め
る
こ

と
。

６
、
不
必
要
な
公
共
事
業
や
環

境
破
壊
を
や
め
、
福
祉
費
に
回

す
こ
と

　

①
有
害
物
質
に
よ
る
汚
染
が

懸
念
さ
れ
る
姫
路
市
夢
前
町
の

「
安
定
型
産
廃
処
分
場
」
計
画

を
白
紙
に
も
ど
し
、「
安
定

型
」
に
つ
い
て
は
新
た
な
許
可

を
し
な
い
こ
と
。

　

②
但
馬
空
港
や
神
戸
空
港
な

ど
住
民
の
利
益
に
な
ら
な
い
、

無
駄
な
公
共
事
業
へ
の
支
出
を

抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

　

③
「
武
庫
川
水
系
河
川
整
備

計
画
」
に
も
と
づ
き
、
ダ
ム
に

頼
ら
な
い
流
域
管
理
、
新
し
い

総
合
治
水
実
現
を
め
ざ
す
こ

と
。

７
、
県
民
の
く
ら
し
と
平
和
、

民
主
主
義
を
守
る
こ
と

　

①
非
核
自
治
体
宣
言
を
行
う

こ
と
。

　

②
米
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓

練
飛
行
が
、
兵
庫
県
北
部
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
航
域
と
重
複
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
支
障
が
お
こ

ら
な
い
よ
う
尽
力
す
る
こ
と
。

　

③
日
米
地
位
協
定
を
見
直

し
、
沖
縄
県
民
を
無
視
し
た
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
や
普
天
間
基
地

の
県
内
移
転
に
反
対
す
る
と
と

も
に
、
沖
縄
県
民
に
連
帯
の
意

思
を
表
明
す
る
こ
と
。

２
０
１
３
年
県
知
事
選
挙
へ
の

基
本
方
針

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）
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感
想
文

北摂・丹波支部� �院内感染対策研修会

ク
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
自
分
た

ち
の
職
場
の
感
染
対
策
の
現
状

を
知
り
、
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
自
身
が

気
を
つ
け
る
べ
き
点
を
再
確
認

す
る
と
て
も
良
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
医
療
現
場
で
働
い

て
い
る
以
上
、
常
に
感
染
予
防

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

事
故
の
際
、
針
の
外
表
面
の
血

液
量
を
最
大
で
86
％
も
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
は
大

変
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

自
分
自
身
を
守
る
上
で
も
、
感

染
対
策
は
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
手
洗
い
の
大
切
さ
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
手
を
介
し
て
ケ
ア
を
行
う

た
め
、
手
が
最
も
汚
染
さ
れ
て

ん
。
感
染
対

策
と
は
、
患

者
さ
ん
か
ら

患
者
さ
ん
へ

の
感
染
を
防

ぐ
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
患

者
さ
ん
か
ら

自
分
自
身
へ

の
感
染
を
防

ぐ
も
の
で
も

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
代
表

的
な
も
の

は
、
手
袋
で

す
。
針
刺
し

　

病
院
・
有
床
診
療
所
対
策
部

は
５
月
18
日
に
病
院
経
営
対
策

研
究
会
を
開
催
。『
日
経
ヘ
ル

ス
ケ
ア
』
編
集
委
員
の
庄
子
育

子
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
医

療
と
病
院
の
役
割
を
考
え
る
～

厚
労
省
の
医
療
・
介
護
制
度
改

革
２
０
２
５
年
モ
デ
ル
を
見
据

え
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

医
師
や
医
療
機
関
職
員
な
ど
40

人
が
参
加
し
た
。

　

庄
子
氏
は
、
中
医
協
や
社
会

保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
な
ど

で
の
こ
れ
ま
で

の
議
論
を
紹

介
。
病
院
・
病

床
機
能
の
役
割

分
担
や
医
療
機

関
間
、
医
療
と

介
護
の
連
携
強

化
な
ど
、
政
府

が
め
ざ
す
医
療

と
介
護
の
「
２

０
２
５
年
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
は
、
各
病
院
が

実
際
の
病
床
機
能
を
都
道
府
県

に
報
告
す
る
「
病
床
機
能
報
告

制
度
」
が
始
ま
る
。
庄
子
氏

は
、
集
ま
っ
た
病
床
情
報
を
も

と
に
、
今
後
は
特
に
７
対
１
病

院
の
絞
り
込
み
な
ど
急
性
期
病

床
の
再
編
と
、
急
性
期
と
在
宅

を
つ
な
ぐ
亜
急
性
期
や
回
復
期

の
機
能
整
理
・
評
価
が
進
ん
で

い
く
と
指
摘
。

　

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
が
同

時
改
定
さ
れ
、
第
７
期
医
療
計

画
も
策
定
さ
れ
る
２
０
１
８
年

ま
で
の
５
年
間
が
、
各
病
院
で

病
床
機
能
の
方
向
性
を
固
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
勝
負
の
期

間
」
だ
と
強
調
し
た
。

　

講
演
後
は
、
参
加
者
か
ら
10

対
１
病
院
の
行
方
な
ど
に
つ
い

て
熱
心
に
質
問
が
出
さ
れ
た
。

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
洗
い

は
病
院
感
染
の
防
止
に
は
重
要

で
す
。
頻
繁
に
手
指
衛
生
を
行

う
こ
と
で
、
手
に
つ
い
た
細
菌

の
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、

感
染
経
路
を
遮
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
研
修

で
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
院
内
で
の
感

染
対
策
に
加
え
て
自
分
自
身
の

健
康
管
理
に
も
、
こ
の
研
修
を

生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

【
三
田
市
・
小
寺
歯
科
医
院

�

歯
科
助
手　

奥
村　

結
】

で
開
催
し
た
。
株
式
会
社
ノ
バ

ッ
ク
の
安
全
衛
生
大
会
の
特
別

講
演
と
し
て
要
請
を
受
け
た
も

の
。
湯
之
上
茂
副
支
部
長
が

「
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
、
従
業
員
ら
１
２

８
人
が
参
加
し
た
。

　

湯
之
上
先
生
は
、
う
つ
病
は

中
間
管
理
職
な
ど
の
中
年
世
代

に
み
ら
れ
、
躁
う
つ
病
（
双
極

性
障
害
）
は
、
10
代
後
半
か
ら

20
代
に
み
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
職
場
な
ど
で
の
ス
ト
レ
ス

が
原
因
で
精
神
面
の
不
調
を
引

き
起
こ
し
、
社
会
問
題
に
も
な

っ
て
い
る
こ
と
や
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　

精
神
科
医
を
増
や
す
政
策
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

同
時
に
う
つ
病
の
患
者
も
増
加

し
て
い
る
た
め
、
単
純
に
医
師

の
数
を
増
や
す

の
で
は
な
く
、

う
つ
病
に
な
る

原
因
を
根
本
的

に
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
身
近

な
人
の
死
や
多

額
の
負
債
な
ど
、
生
涯
に
お
け

る
様
々
な
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
も
丁

寧
に
解
説
し
、
考
え
す
ぎ
な
い

こ
と
や
、
身
近
な
人
々
が
お
互

い
に
支
え
あ
い
な
が
ら
生
き
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
呼
び
か

け
た
。

◇
出
席　

34
人

◇
情
勢　

厚
労
省
が
生
活
保
護

法
改
定
案
と
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
案
を
自
民
党
に
示
し

た
。
相
談
窓
口
を
自
治
体
が
設

け
る
な
ど
の
一
方
、「
扶
養
困

難
」
と
答
え
た
被
保
護
者
の
親

族
に
理
由
を
求
め
る
よ
う
に
す

る
も
の
。
ま
た
、
す
で
に
政
府

が
決
定
し
て
い
る
生
活
保
護
給

付
水
準
の
引
き
下
げ
に
対
し
て

は
、
全
国
86
市
町
村
議
会
か
ら

反
対
の
意
見
書
が
上
が
っ
て
い

る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

こ
ど
も
病

院
連
絡
会
で
新
し
い
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、
活
用
す
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
た
。
ま
た
、
①
７
月
の

兵
庫
県
知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て

の
方
針
案
、
及
び
重
点
要
求

（
案
）に
つ
い
て
各
支
部
で
の
討

議
を
呼
び
か
け
、
５
月
25
日
理

事
会
で
ま
と
め
の
討
議
を
行
う

こ
と
、
②
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
会

員
署
名
を
実
施
し
、
新
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
会
員
配
布
す
る
こ
と

な
ど
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
機
関
会
議　

野
中
広
務
・
元

自
民
党
幹
事
長
に
、
11
／
17
評

議
員
会
特
別
講
演
会
の
講
師
を

要
請
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ

た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

「
２

０
１
３
年
空
気
の
汚
れ
全
県
調

査
」
に
協
力
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
た
。
ま
た
、
①
保
団
連
の

原
発
署
名
や
原
発
問
題
学
習
交

流
会
の
取
り
組
み
、
②
「
２
０

１
３
年
ア
ー
ス
デ
イ
ひ
ょ
う

ご
」
記
念
講
演
会
に
協
力
す
る

こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
文
化
部　

５
月
12
日
に
開
催

す
る
文
化
企
画
「
初
夏
の
尼
崎

・
伊
丹
ウ
ォ
ー
ク
～
伊
丹
ス
カ

イ
パ
ー
ク
と
田
能
遺
跡
を
め
ぐ

る
～
」
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

 

（
５
月
11
日
理
事
会
よ
り
）

支　　部　　の　　催　　物　　案　　内

日　時　６月15日（土）15時～17時
会　場　協会会議室
テーマ　�医療訴訟の現状～現役裁判官

が考える医療過誤とは？～
講　師　大島　眞一裁判官

■西宮・芦屋支部■医療過誤訴訟セミナー
日　時　６月29日（土）14時30分～
会　場　�加東市・滝寺荘会議室
テーマ　�医療機関で役立つ
　　　　医療・福祉・介護制度の知識
講　師　�神戸女子大学講師　阿江善春氏
※終了後、懇親会（無料）

■北播支部■第29回総会

日　時　�６月29日（土）14時30分～16
時30分

会　場　�三田市・キッピーモール６Ｆ
多目的ホール

テーマ　�ケーススタディで学ぶ患者さ
んとの接遇

講　師　�マネジメントコンサルタント
　松田　幸子氏

参加費　1000円（受講証発行）

■北摂・丹波支部■接遇研修会

日　時　�７月13日（土）14時30分～16
時30分

会　場　�加古川商工会議所４階大会議室
テーマ　�医療機関に求められる接遇の

基本とクレーム対応
講　師　�大手前短期大学教授　水原　

道子氏
参加費　1000円（受講証発行）

■加古川・高砂支部■接遇研修会

手袋、手洗いで
しっかり感染予防

支え合いながら
ストレス乗り越えよう

病
床
機
能
の
方
向
性

「
こ
の
５
年
間
が
勝
負
」

病
院
経
営
対
策
研
究
会

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
４
月
20

日
に
院
内
感
染
対
策
研
修
会
を

三
田
市
内
で
開
催
し
36
人
が
参

加
し
た
。「
場
面
に
応
じ
た
感

染
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
済
生
会

兵
庫
県
病
院
の
感
染
管
理
認
定

看
護
師
の
小
川
麻
由
美
氏
が
講

演
を
行
っ
た
。
参
加
者
の
感
想

文
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
い
く
つ

も
の
感
染
予
防
の
現
状
チ
ェ
ッ

日　時　７月６日（土）～７日（日）　※参加費協会負担
会　場　東京・都市センターホテル（地下鉄「麹町」駅より徒歩４分）
〈第１日目〉　全体会　18時30分～21時
基調提案　「安倍政権で医療はどうなるのか？」（仮）
（提案者）武村　義人保団連副会長・兵庫協会副理事長
記念講演「『保険医が創る安心社会』～アベノミクス―七不思議を糾しつつ～」
（演　者）内橋　克人氏（経済評論家）
〈第２日目〉　講座とシンポジウム
午前の部　講座・分科会　９時30分～12時　（テーマ）社会保障と財源問題／TPPと日本
／９条改憲と平和、社会保障／あるべき医療提供体制／高齢化社会と政府の戦略
午後の部　シンポジウム　13時～15時30分
「『アベノミクス』で経済再生は可能か？―雇用の安定と社会保障こそ成長戦略」
（パネリスト）城南信用金庫理事長・吉原毅氏、京都大学大学院教授・岡田知弘氏、保団
連副会長・高本英司氏　（コーディネーター）保団連理事・杉山正隆氏

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807　政策部まで

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会

日　時　６月30日（日）14時～17時　会　場　県学校厚生会館２階大会議室
基調提案　吉岡正雄氏（代表世話人、協会副理事長）
パネルディ�スカッション
　冨澤洪基氏（歯科医師、尼崎医療生協歯科所長）
　高藤真理氏（歯科衛生士、神戸常盤大学口腔保健学科講師）
　雨松真希人氏（歯科技工士、兵庫県商工団体連合会青年部会長）
コーディネーター　足立了平氏（神戸常盤大学口腔保健学科教授）
参加費　無料
主　催　「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会
共　催　兵庫県保険医協会、兵庫県民主医療機関連合会

お申し込み、お問い合わせは、☎078－393－1809まで

歯科医療の未来を考える懇談会

感染予防の大切さを再確認した

仕事や家族など様々な
ストレスについて解説

日
経
ヘ
ル
ス
ケ
ア
編
集
委
員
の
庄
子
氏
が
講
演

第43回保団連夏季セミナー　参加者募集中

姫路・西播支部　語り合う会
　

姫
路
・
西
播
支
部
は
、
５
月

21
日
に
健
康
と
医
療
に
つ
い
て

語
り
合
う
会
を
姫
路
労
働
会
館

締切　６月25日（火）　※到着次第、順次掲載
字数　600字以内　内容　選挙争点など
宛先　メール　arimoto@doc-net.or.jp
　　　ＦＡＸ　078－393－1802　まで

「投票へ行こう」投稿募集特集参 院 選
県知事選
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６月16日（日）13時30分～　チサンホテル神戸２階「あじさい」

中央体育館

神戸地方裁判所

みなと銀行

三井住友銀行

地下鉄海岸線

阪神高速

ハーバーランド

至三宮

至新神戸市営地下鉄

至
大
阪

JR
山
陽
本
線

神
戸
駅

バスターミナル

地
下
鉄
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
駅

チサンホテル神戸

湊川神社

高速神戸駅

地下鉄大倉山駅

北

会場地図

【住所】神戸市中央区中町通２－３－１
【交通】阪急・阪神電鉄「高速神戸駅」東口から直
結、JR「神戸駅」、地下鉄海岸線「ハーバーランド駅」
から徒歩５分、地下鉄山手線「大倉山駅」から徒歩７分

 13時30分～　総会議事�
・2012年度会務報告、2013年度活動方針案・予算案、
　役員改選の承認、ほか

 15時30分～　記念講演�

　免疫老化と疾患
京都大学大学院医学研究科　教授　　湊　長博　先生
　慢性の炎症は加齢にともなう多くの疾患発症の基礎をなす重要な組織反応であ
る。全身性エリテマトーデス（SLE）に代表される各種膠原病では自己免疫応答
に基づく「強い」炎症が主体をなす一方、糖尿病や動脈硬化症などの生活習慣病

においても「弱い」持続炎症反応が重要な役割を担っていることが明らかにされつつある。またガン間質組
織の炎症反応はガンの浸潤や転移に影響を与える重要な要因である。さらに健常個体においても加齢に伴っ
て炎症性素因が増大することが知られており、「免疫老化」が慢性・遷延性炎症病態発症の重要な基礎的要
因の一つと想定されている。「免疫老化」は獲得免疫機能の低下と炎症性素因の増大に特徴づけられるが、
その機構の全貌は不明である。本講演では、「免疫老化」の特性とその慢性炎症疾患、自己免疫病やガンへ
の関与について、最近の私達の研究成果に基づき概説したい。 【湊　記】

《ご略歴》1975年京都大学医学部卒業、医師免許取得、同年～京大胸部疾患研究所内科医員、77年～
米国アインシュタイン医科大学免疫学教室研究員、81年京大医学博士、80年～自治医科大学アレルギ
ー膠原病内科助手、82年～同講師、89年～同助教授、92年～京大医学部感染免疫学講座教授、95年～
京大大学院医学研究科教授、99年～京大大学院生命科学研究科認知情報学講座教授（同医学部教授兼
担）、2005年～京大大学院医学研究科教授（同生命科学研究科教授兼担）、06年～日本免疫学会理事・
評議員、07年～日本学術会議連携会員、07年～京大医学研究科副研究科長、10年～京都大学医学部長
・大学院医学研究科長

 17時30分～　懇親会　３階「六甲」� ※参加費無料

お問い合わせは　☎078－393－1801まで

第45回総会兵　庫　県
保険医協会

第83回評議員会で選出された協会役員

 （任期・2013年６月～2015年５月の２年）

　「協会役員等の選出規定（細則）」（以下「規定」）第８条は、「協会役員は、５月定
例評議員会で選出し、総会の承認を得るものとする」と定めています。これにもと
づき、５月19日の第83回評議員会で協会役員選出が行われました。選出は、協会規
約および「規定」に沿い、適正に実施されたことをご報告いたしますとともに、役
員名をお知らせします。６月16日に開かれる第45回総会でご承認いただければ幸い
です。 理事長　池内　春樹

氏　　　名　地　域　選任母体
理　事　長
池内　春樹　姫路市　姫路・西播　再（66）
副理事長
多田　　梢　芦屋市　西宮・芦屋　再（75）
宮崎　義彦　西宮市　西宮・芦屋　再（65）
郷地　秀夫　中央区　神　　戸　再（65）
武村　義人　中央区　神　　戸　再（60）
吉川　信嘉　兵庫区　神　　戸　再（70）
吉岡　　巌　明石市　明　　石　再（73）
西山　裕康　明石市　明　　石　新（56）
川村　雅之　伊丹市　歯　　科　新（54）
川西　敏雄　西　区　歯　　科　再（62）
田村　忠之　兵庫区　歯　　科　再（65）

加藤　擁一　須磨区　歯　　科　再（59）
吉岡　正雄　西　区　歯　　科　再（63）
理　　事
西原　弘道　尼崎市　尼　　崎　再（51）
八木　秀満　尼崎市　尼　　崎　再（65）
綿谷　茂樹　尼崎市　尼　　崎　再（56）
中井　通治　宝塚市　北 阪 神　再（66）
脇野　耕一　宝塚市　北 阪 神　再（63）
澤村　　新　宝塚市　北 阪 神　再（58）
小泉　　勇　伊丹市　北 阪 神　再（87）
林　　宗茂　伊丹市　北 阪 神　再（63）
伊賀　幹二　西宮市　西宮・芦屋　再（60）
広川　恵一　西宮市　西宮・芦屋　再（62）
大森　公一　西宮市　西宮・芦屋　再（84）

土山　雅人　西宮市　西宮・芦屋　再（57）
法貴　　憲　西宮市　西宮・芦屋　再（66）
林田　英隆　西宮市　西宮・芦屋　再（70）
北井　　明　芦屋市　西宮・芦屋　再（69）
小林　重行　東灘区　神　　戸　再（56）
森岡　芳雄　東灘区　神　　戸　再（57）
山中　　忍　灘　区　神　　戸　新（54）
岡本　好司　灘　区　神　　戸　再（83）
結縁　繁夫　中央区　神　　戸　再（82）
小西　達也　中央区　神　　戸　再（50）
服部かおる　中央区　神　　戸　再（57）
田中　孝明　長田区　神　　戸　再（54）
近重　民雄　須磨区　神　　戸　再（60）
水守　彰一　須磨区　神　　戸　再（69）
宮武　博明　垂水区　神　　戸　再（62）
池本　恒彦　明石市　明　　石　再（60）
辻　　一城　明石市　明　　石　再（50）
西村　正二　加古川市　加古川・高砂　再（64）
田渕　　光　加東市　北　　播　再（59）
柳井　映二　西脇市　北　　播　再（62）
宗実　琴子　姫路市　姫路・西播　再（79）
石橋　悦次　姫路市　姫路・西播　再（58）
正木　茂博　神崎郡　姫路・西播　再（63）
高森　信岳　たつの市　姫路・西播　再（47）
清水　映二　たつの市　姫路・西播　再（62）

森下　順彦　三田市　北摂・丹波　再（66）
杉本　健郎　篠山市　北摂・丹波　新（64）
新田　　誠　豊岡市　但　　馬　再（83）
藤井　高雄　豊岡市　但　　馬　再（61）
谷垣　正人　豊岡市　但　　馬　新（63）
橋田　友孝　南あわじ市　淡　　路　再（64）
工藤大八郎　伊丹市　歯　　科　再（43）
加藤　隆久　西宮市　歯　　科　再（63）
鈴田　明彦　灘　区　歯　　科　再（56）
小野　耕二　兵庫区　歯　　科　再（66）
大石　　陽　須磨区　歯　　科　再（58）
樫林　義雄　明石市　歯　　科　再（65）
白岩　一心　赤穂郡　歯　　科　再（48）
福田　俊明　三田市　歯　　科　再（66）
中西　　透　三田市　歯　　科　新（59）
議　　　長
三根　一乗　洲本市　淡　　路　再（74）
副　議　長
高田　　裕　洲本市　淡　　路　再（63）
監　　　事
幸原　　久　芦屋市　西宮・芦屋　再（87）
永本　　浩　明石市　明　　石　新（67）
岡部桂一郎　高砂市　加古川・高砂　再（75）
落合　愛子　灘　区　歯　　科　再（70）

ぜひご参加ください

兵庫県保険医協会新役員名簿（括弧内数字は2013年６月１日現在の年齢）
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協
会
は
４
月
20
日
、
医
院
経

営
研
究
会
を
県
農
業
会
館
で
開

催
。「
医
事
紛
争
を
避
け
る
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
鵜
飼
万

貴
子
弁
護
士
が
講
演
し
、
50
人

が
参
加
し
た
。
参
加
者
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

非
常
に
わ
か
り
や
す
く
、
医

療
側
が
心
が
け
る
べ
き
点
を
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
一
見
難
解
な
法
律
用
語

の
解
説
が
始
ま
る
。「
医
療
過

誤
」
と
は
医
療
事
故
の
中
で
医

療
関
係
者
の
「
過
失
」
の
た
め

に
起
こ
る
も
の
。
医
療
裁
判
に

は
賠
償
金
を
争
う
民
事
裁
判
、

刑
罰
を
裁
定
す
る
刑
事
裁
判
、

そ
し
て
「
医
業
継
続
の
可
否
」

を
「
医
道
審
議
会
」
で
判
断
す

る
行
政
裁
判
の
３
種
類
あ
る
。

　

民
事
裁
判
で
は
「
過
失
」
の

有
無
が
重
要
で
「
過
失
」
と
は

「
予
見
」
と
「
回
避
」
の
可
能

性
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
注
意
義

務
違
反
」
が
発
生
し
た
場
合
に

起
こ
り
う
る
。
民
事
上
の
「
因

果
関
係
」
と
は
厳
密
な
医
学
的

証
明
は
必
要
な
く
、
い
わ
ゆ
る

一
般
の
国
民
が
納
得
で
き
る
程

度
の
証
明
で
よ
い
。「
過
失
」

が
な
か
っ
た
こ
と
は
訴
え
る
方

で
な
く
、
訴
え
ら
れ
た
医
療
関

係
者
が
積
極
的
に
証
明
す
べ
き

も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
驚
い

た
。

　

次
に
「
説
明
義
務
」「
カ
ル

テ
記
載
」「
応
召
義
務
」
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

【
説
明
義
務
】
検
査
投
薬
や

手
術
を
行
う
場
合
は
そ
の
行
為

も
含
め
「
療
養
担
当
規
則
」
に

の
っ
と
っ
た
日
常
診
療
で
の

「
説
明
義
務
」
が
あ
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
、
検
査
や
手
術
の
必

要
性
と
そ
れ
を
受
け
た
と
き
の

効
果
、
副
作

用
、
危
険
性
、

ま
た
受
け
な
か

っ
た
場
合
の
不

利
益
、
代
替
療

法
が
あ
る
場
合

の
説
明
、
ま
た

医
療
が
奏
功
し

な
か
っ
た
場
合

に
原
因
や
理
由

の
説
明
の
義
務

が
あ
る
。
さ
ら

に
合
併
症
が
起

こ
っ
た
時
の
適

切
な
処
置
や
治

療
の
義
務
、
不

幸
に
し
て
不
帰
の
転
帰
を
と
っ

た
と
き
の
剖
検
の
説
明
も
必

要
。

　

【
カ
ル
テ
】
裁
判
で
証
拠
と

し
て
用
い
ら
れ
、「
記
録
保
全

の
義
務
」
が
医
療
者
に
は
あ

る
。
さ
ら
に
本
人
の
「
カ
ル
テ

開
示
」
の
要
求
に
は
必
ず
従
う

べ
き
で
、
カ
ル
テ
自
身
は
医
療

側
の
も
の
で
は
な
い
。
弁
護
士

か
ら
の
開
示
の
要
求
で
も
、
本

人
に
直
前
に
確
認
で
き
た
委
任

状
も
し
く
は
、
地
区
の
弁
護
士

会
か
ら
の
「
照
会
要
請
」
で
な

け
れ
ば
「
開
示
義
務
は
な
い
」

に
は
驚
い
た
。
ま
た
「
カ
ル
テ

記
載
」
は
あ
く
ま
で
も
医
学
的

な
客
観
的
要
件
の
記
載
の
み
。

医
療
者
の
患
者
に
対
す
る
個
人

の
主
観
的
な
批
判
等
は
裁
判
で

不
利
な
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
、
訂
正
も
元

文
が
わ
か
る
よ
う
に
訂
正
イ
ン

ク
は
禁
忌
で
、
二
重
線
を
用
い

る
。
加
筆
は
可
能
だ
が
必
ず
日

時
加
筆
者
名
を
記
載
す
る
。

　

【
応
召
義
務
】
医
師
法
第
19

条
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
具
体

的
内
容
は
１
９
４
９
年
の
厚
生

省
医
政
局
長
通
知
（
医
発
第
７

５
２
号
）
に
詳
し
い
。
い
わ
ゆ

る
「
急
施
の
患
者
」（
救
急
処

置
を
必
要
と
す
る
患
者
）
は
貧

困
の
た
め
に
診
察
料
を
払
え
な

く
て
も
（
こ
の
場
合
た
だ
ち
に

診
療
不
可
に
は
な
ら
な
い
）
診

察
す
べ
き
。「
時
間
外
」
で
も

近
隣
に
専
門
医
師
が
い
な
い
場

合
、「
専
門
外
」
で
も
「
満

床
」
で
あ
っ
て
も
、
必
要
で
可

能
な
検
査
を
行
う
「
診
察
拒

否
」
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
…

と
な
っ
て
お
り
、
救
急
対
応
時

の
こ
れ
ま
で
の
病
院
の
姿
勢
を

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

 

【
長
田
区　

松
岡　

泰
夫
】

　

協
会
は
４
月
21
日
に
、
協
会

会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
を

開
催
し
、
63
人
が
参
加
し
た
。

「
歯
科
医
師
に
必
要
な
神
経
内

科
の
知
識
」
を
テ
ー
マ
に
国
立

病
院
機
構
鈴
鹿
病
院
長
の
小
長

谷
正
明
先
生
が
講
演
を
行
っ

た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

今
回
、
小
長
谷
正
明
先
生
に

「
歯
科
医
師
に
必
要
な
神
経
内

科
の
知
識
」
に
つ
い
て
講
演
し

て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

日
々
の
診
療
に
お
い
て
、
歯

痛
と
し
て
来
院
さ
れ
る
患
者
さ

ん
に
対
し
、
問
診
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
所
見
、
歯
髄
診
断
な
ど
を
行

っ
て
も
、
歯
が
原
因
と
は
思
わ

れ
な
い
ケ
ー
ス
に

何
度
か
遭
遇
し
、

そ
の
都
度
、
学
生

時
代
に
も
う
少
し

熱
心
に
解
剖
学
、

神
経
内
科
を
勉
強

し
て
い
た
な
ら
ば

と
反
省
し
て
お
り

ま
す
。

　

一
口
に
、
口
腔

領
域
の
疼
痛
と
言

っ
て
も
、
頭
部
に
神
経
が
関
与

し
て
い
る
疼
痛
感
覚
障
害
、
運

動
障
害
な
ど
、
神
経
内
科
的
局

所
徴
候
を
見
極
め
、
的
確
に
判

断
、
治
療
で
き
な
い
と
、
患
者

に
不
信
感
を
与
え
か
ね
ま
せ

ん
。
そ
う
思
う
と
慌
て
て
医
局

に
戻
り
、
解
剖
学
の
本
と
ニ
ラ

メ
ッ
コ
。
数
分
後
、
顔
は
ニ
コ

ニ
コ
、
心
は
？　

何
と
か
処
置

し
て
終
了
。
後
日
患
者
さ
ん
よ

り
痛
み
が
な
く
な
っ
た
と
聞

き
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

口
腔
に
疼
痛
を
き
た
す
こ
と

の
あ
る
頭
痛
に
し
て
も
、
多
種

多
様
。
危
険
な
く
も
膜
下
出
血

も
あ
り
、
ま
た
三
叉
神
経
、
顔

面
神
経
、
副
神
経
、
舌
下
神
経

に
よ
る
麻
痺
。
さ
ら
に
顔
面
の

周
囲
の
不
随
意
運
動
、
オ
ー
ラ

ル
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
、
顔
面
痙
攣

（
ス
パ
ス
ム
）、
チ
ッ
ク
、
脳

幹
部
の
血
管
障
害
に
よ
る
軟
口

蓋
の
素
早
く
規
則
的
な
不
随
意

運
動
な
ど
、
た
だ
ち
に
診
断
は

困
難
な
次
第
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
小
長
谷
先

生
は
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

医
療
側
の
心
構
え

わ
か
り
や
す
く

医
院
経
営
研
究
会「
医
事
紛
争
」

医療過誤の基本から学んだ

説
明
で
私
た
ち
を
和
ま
せ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
小
長
谷
先
生
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
今
回
の
講
演
に
あ

た
り
、
知
り
合
い
の
歯
科
医
師

感 想 文

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
解
説
で

理
解
深
ま
っ
た

歯
科
定
例
研
究
会「
神
経
内
科
の
知
識
」

感 想 文

　

歯
科
部
会
は
５
月
12
日
、
歯

科
定
例
研
「
接
着
ブ
リ
ッ
ジ―

最
小
限
の
生
体
侵
襲
に
よ
る
効

果
的
な
少
数
歯
欠
損
補
綴
法
」

を
協
会
会
議
室
で
開
催
。
大
阪

大
学
大
学
院
の
矢
谷
博
文
先
生

が
講
演
し
、
78
人
が
参
加
し

た
。
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
歯
科
医
療
が
め
ざ

す
も
の
と
し
て
、
最
小
の
生
体

侵
襲
で
最
大
の
治
療
効
果
を
目

指
す
と
い
う
目
的
を
は
っ
き
り

示
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
日

常
の
診
療
に
た
ず
さ
わ
る
身
と

し
て
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
し
た
。

　

学
生
の
時
に
は
習
っ
た
で
あ

ろ
う
接
着
の
基
礎
か
ら
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

現
在
の
接
着
に
関
し
て
も
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

　

接
着
ブ
リ
ッ
ジ
が
保
険
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
導
入
を

お
考
え
の
先
生
方
が
今
回
は
お

接
着
ブ
リ
ッ
ジ
に
つ
い
て
矢
谷
先
生
が
講
演

鈴
鹿
病
院
長
の
小
長
谷
先
生
が
講
演

第２回　院長夫人のための実践経営塾「人事労務編」
日　時　７月４日（木）13時30分～15時30分
会　場　三井生命西宮営業部（西宮市役所前ビル８Ｆ、阪神西宮駅より徒歩７分）
講　師　㈱関総研アドバイザーズ取締役　人事コンサルタント　下村勝光氏
セミナーⅡ　休業保障制度説明会　講師　協会事務局
参加費　無料

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805�共済部まで

１年制カリキュラム、会費月額2000
円で例会参加費原則無料（入退会随
時）
2013年度カリキュラム予定

節税と経営、税務調査、パソコンで
日常記帳、相続税、閉院と医院継
承、パソコン記帳・決算、医療法人
運営、税務個別相談会、確定申告研
究会、医事紛争と対策、スタッフ雇
用

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817�山下まで

初級歯科助手講座
日　時　６月23日（日）10時～17時　会　場　協会会議室
内　容　 歯と口腔の基礎知識／院内感染対策の基礎知識／医療保障の種類と受付

業務・レセプトの流れ等／患者接遇とコミュニケーション
参加費　6000円（テキスト、資料、弁当・飲物代含む）
定　員　60人　※終日参加者には「修了証」「受講証」進呈

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809�本田まで

　「保険で良い歯科医療を」全
国連絡会は、窓口負担の軽減と
保険給付範囲の拡大を求める新
しい請願署名に取り組みます。
ぜひご協力ください。月刊保団
連６月号に同封し、お届けしま
す。

「保険で良い歯科医療」を求める　
　　　　新署名にご協力ください

₆月例会

医院における節税と経営

日　時　６月22日（土）
　　　　14時30分～17時
場　所　県学校厚生会館７階南会議室
講　師　佐藤　庸安　税理士
参加費　3000円（医経研会員は無料）

～税務・経営・資産運用の　　
　　　　落とし穴に注意！～

と
何
度
も
意
見
交
換
が
あ
っ
た

と
か
で
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

【
明
石
市
・
歯
科

 

吉
本　

秀
雄
】

ら
れ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
脱
離
し
そ
う

だ
と
い
う
考
え
が
捨

て
き
れ
な
か
っ
た
不

安
を
払
拭
で
き
た
方

は
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

形
成
を
く
わ
し
く

解
説
し
て
い
た
だ
け

た
の
で
、
参
加
し
て

大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
芦
屋
市
・
歯
科

 

谷
端　

美
香
】

感
想
文

歯科定例研究会「接着ブリッジ」

基礎から形成まで
不安を払拭

●医院経営研究会

追加注文は、☎078－393－1809まで

医院経営研究会
～ご加入のおすすめ～

リ
ー
フ
レ
ッ
ト

署
名
用
紙
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感

想

文

歴史にも触れ
大迫力の飛行機に大満足

　

前
日
の
土
曜
日
は
大
雨
で
案

じ
ま
し
た
が
、
当
日
朝
ぬ
け
る

よ
う
な
五
月
晴
れ
の
青
空
で
安

堵
し
、
ウ
ォ
ー
ク
日
和
の
天
候

の
も
と
Ｊ
Ｒ
猪
名
寺
駅
に
10
時

に
集
合
し
ま
し
た
。

　

加
藤
隆
久
文

化
部
長
の
引
率

で
大
森
公
一
理

事
、
そ
ば
打
ち

・
陶
芸
の
先
生

の
福
田
俊
明
理

事
を
は
じ
め
会

員
・
家
族
・
職

員
の
方
々
お
よ

び
事
務
局
お
２

人
の
総
勢
21
人

で
、
軽
い
準
備

体
操
の
後
、
田

能
遺
跡
と
伊
丹

ス
カ
イ
パ
ー
ク

を
め
ぐ
る
初
夏

　

途
中
猪
名
寺
廃
寺
跡
の
近
く

と
春
日
神
社
を
通
り
、
覚
円
寺

と
い
う
寺
に
さ
し
か
か
る
と
大

変
道
が
狭
く
、
１
台
の
車
が
横

を
す
れ
違
お
う
と
し
ま
し
た
。

な
ん
と
運
転
手
は
覚
円
寺
の
住

職
さ
ん
で
し
た
！

　

せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら
中

に
入
っ
て
い
き
な
さ
い
と
の
こ

と
で
、
お
言
葉
に
甘
え
て
清
掃

さ
れ
た
き
れ
い
な
境
内
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ほ
ど
な
く
田
能
遺
跡

に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
１
９

６
５
年
の
上
水
道
場
の
工
事
中

に
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
の
集

の
尼
崎
・
伊
丹
ウ
ォ
ー
ク
に
出

か
け
ま
し
た
。

　

歩
き
始
め
る
と
５
月
と
は
い

え
暑
い
ぐ
ら
い
で
、
前
日
ま
で

の
悪
天
候
が
信
じ
ら
れ
な
い
く

ら
い
で
す
。

落
跡
で
、
尼
崎
市
立
の
資
料
館

が
併
設
さ
れ
、
特
別
に
学
芸
員

の
方
か
ら
高
床
倉
庫
・
竪
穴
住

居
・
平
地
住
居
と
墓
や
土
器
な

ど
、
多
数
の
出
土
品
の
懇
切
な

説
明
を
聴
き
ま
し
た
。
子
ど
も

は
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、
ド
ン
グ

リ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
田
能
ろ
」

が
も
ら
え
皆
喜
ん
で
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
伊
丹
ス
カ
イ
パ
ー
ク

に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
伊
丹

空
港
の
滑
走
路
に
並
行
し
て
造

ら
れ
た
広
大
な
公
園
で
、
飛
行

機
の
離
発
着
が
間
近
で
見
ら
れ

ま
す
。

　

大
迫
力
の
飛
行
機
を
見
な
が

ら
、
家
族
で
弁
当
を
食
べ
、
そ

の
後
子
ど
も
は
パ
ー
ク
内
の
立

体
迷
路
や
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台

で
遊
び
、
大
変
喜
ん
で
お
り
ま

し
た
。
こ
こ
で
解
散
し
て
Ｊ
Ｒ

伊
丹
駅
ま
で
歩
い
て
帰
り
ま
し

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
歴
史
の

勉
強
も
で
き
、
大
迫
力
の
飛
行

機
の
も
と
思
う
存
分
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
、
こ
の
ウ
ォ
ー
ク
に
参

加
で
き
家
族
共
々
大
満
足
で
し

た
。

 

【
伊
丹
市　

前
野　

博
昭
】

　生活保護法第50条２項に基づいて医療扶助指
定医療機関に対して、行政指導が実施されてい
る。指導には、講習会形式の「一般指導」と生
活保護担当者が医療機関におもむく「個別指
導」がある。神戸市と中核市（尼崎市、西宮
市、姫路市）は市、他市町は県が実施主体にな
る。
　個別指導の対象は、①被保護者の請求割合、
②レセプト１件当たりの点数、③被保護者の県
外受診の割合、などを総合的に判断し選定。通
報があった場合は、当該情報に係る医療機関が
優先して選定される。
　個別指導の結果、「検査」（監査に相当）が必
要と認められた場合には、検査が実施され、
「指定取消」「戒告」「注意」または経済上の措
置を受けることもある。一般指導は、医師会
「社保地区別懇談会」や近畿厚生局「集団的個
別指導」の際に10分程度時間をとって実施され
ている。
　また、指導とは別枠で「生活保護受給者に係
る実態把握」と称する患者の受診状況等の調査
も行われ、指定医療機関は、被保護者に投薬等

を行うにあたって、後発医薬品の使用を考慮す
るよう努めることとされている。
　協会に相談が寄せられた医療機関での状況で
は、在宅患者の受診状況の聞き取り、頻回受診
者への受診指導（受診回数を減らす等）への協
力を求めるなどを行っている。

〔指導の実施実績（2012年度）〕
（聞き取り調査）
①兵庫県（神戸市、尼崎市、西宮市、姫路市を
除く）一般指導：年５回564医療機関、個別指
導：28医療機関
②神戸市　一般指導：年３回663医療機関、個
別指導：年８医療機関
③尼崎市　一般指導：年０回０医療機関、個別
指導：年５医療機関
④西宮市　一般指導：年０回０医療機関、個別
指導：年３医療機関
⑤姫路市　一般指導：年０回０医療機関、個別
指導：年３医療機関
※2012年度の「検査」の実施実績は０件

生活保護指定医療機関に対する指導について

私
考「
風
俗
そ
し
て
従
軍
慰
安
婦
」

洲
本
市
・
歯
科　
　

藤
原　
　

知

思
索
す
る
日
常
シ
リ
ー
ズ
③

　

明
日
は
と
も
か
く
、
明
後
日

あ
た
り
に
は
日
本
の
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
い
る
。

　

国
益
の
た
め

4

4

4

4

4

に
、
本
音
を
格

好
良
く
弁
じ
た
つ
も
り
が
、
国

の
内
外
か
ら
総
ス
カ
ン

4

4

4

4

。

　

釈
明
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
に
火

の
手
は
あ
が
り
、
燃
え
広
が
り

火
勢
は
強
ま
る
。

　

国
益
の
た
め

4

4

4

4

4

、
独
り
孤
塁
を

死
守
せ
ん
。

　

「
…
精
気
盛
ん
な
海
兵
隊

員
。
彼
ら
の
性
的
処
理
に
風
俗

（
業
）
を
も
っ
と
活
用
さ
れ
た

い
。
…
」

　

沖
縄
在
留
の
米
海
兵
隊
員
の

重
な
る
淫
行
を
な
く
す
る
た
め

に
、
手
っ
取
り
早
く
す
ぐ
効
く

効
率
的
な
方
策
の
勧
め
で
あ

る
。

　

こ
の
場
合
、
風
俗
が
女
性
蔑

視
の
全
き
存
在
で
あ
る
と
い

う
、
本
質
に
関
わ
る
認
識
は
論

理
展
開
の
枠
外
に
置
か
れ
て
、

手
っ
取
り
早
く
効
率
的
に
活
用

し
よ
う
と
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
人
類
の
未
来
や

理
想
に
つ
い
て
は
お
構
い
な
し

で
た
だ
現
在
の
枠
内
で
、
現
状

の
事
態
を
手
っ
取
り
早
く
効
率

的
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

　

右
翼
小
児
病
的
急
進
主
義

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

の

一
変
種
。
未
来
と
理
想
に
向
け

て
の
一
切
の
展
望
も
な
い
小
市
4

4

民
的
4

4

発
想
で
あ
る
。

　

国
益
を
と
る
ど
こ
ろ
か
損
じ

て
ま
で
虚
妄
を
弁
ず
る
。
そ
の

姿
、
い
と
哀
れ
で
あ
る
。

　

日
本
の
従
軍
慰
安
婦

4

4

4

4

4

。

　

兵
士
た
ち
の
戦
意
を
維
持
す

る
た
め
に
当
時
4

4

、
兵
士
慰
安
装

置
が
、
ど
こ
の
国
の
軍
隊
に
も

あ
っ
た
と
い
う
。

　

本
来
、
戦
う
組
織
体
と
し
て

劣
化
4

4

し
て
い
な
い
、
秩
序
と
規

律
の
あ
る
ま
と
も
な

4

4

4

4

軍
隊
に
お

い
て
は
、
従
軍
慰
安
婦
ご
と
き

は
組
織
と
し
て
決
し
て
存
在
し

な
い
。
日
本
の
軍
隊
に
お
い
て

も
そ
う
で
あ
る
。

　

日
本
の
軍
隊
一
般
4

4

と
世
界
の

軍
隊
一
般
4

4

に
拡
大
し
て
論
ず
る

の
は
、
総
じ
て
戦
意
高
く
戦
っ

た
日
本
と
世
界
の
軍
隊
に
対
し

て
無
礼
で
あ
ろ
う
。

　

確
か
に
戦
争
は
無
情
で
あ

る
。

　

夫
を
戦
場
に
送
っ
た
銃
後
の

妻
た
ち
一
般
4

4

は
、
心
な
ら
ず
も

孤
閨
に
耐
え
る
運
命
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
そ
の
延
長
線
上

で
、
妻
た
ち
一
般
4

4

そ
し
て
女
性

た
ち
一
般
4

4

は
、
戦
後
の
自
由
と

そ
の
雰
囲
気
を
謳
歌
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
進
駐
軍
と
の
間
に

恋
の
花

4

4

4

も
数
々
咲
い
た
。
そ
れ

を
、
米
国
は
米
兵
の
性
の
は
け

口
鎮
静
に
、
日
本
女
性
を
利
用

し
た
と
歪
曲
し
て
言
う
。

　

娼
婦
と
し
て
で
は
な
い
、
少

し
く
進
取
の
気
概
持
つ
開
明
の

女
性
た
ち
が
自
ら
の
意
志
で
選

ん
で
な
っ
た
米
兵
と
の
間
の
愛

の
あ
る
関
係
性
。
そ
し
て
、
強

制
さ
れ
て
な
ら
さ
れ
た
慰
安
婦

を
介
し
て
の
愛
な
き
関
係
性
。

味
噌
も
く
そ
も
一
緒
に
し
て
、

戦
後
の
日
本
女
性
一
般
4

4

を
娼
婦

の
範
疇
に
入
れ
る
愚
を
犯
す
の

は
、
真
摯
の
誉
れ
高
い
日
本
女

性
に
対
し
失
礼
で
あ
る
。

　

特
殊
を
一
般
化
し
て
論
ず
る

愚
と
反
則
。
味
噌
も
く
そ
も
一

緒
に
し
て
、
内
容
と
区
別
を
見

な
い
で
論
ず
る
愚
と
反
則
。
無

神
経
に
は
辟
易
で
あ
る
。

　

自
壊
す
る
の
を
冷
徹
に
見
守

る
だ
け
で
あ
る
。

スカイパークで記念撮影

文化部�初夏の尼崎・伊丹ウォーク
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83　
回 

評 

議 

員 

会 

決 

議

　

安
倍
自
民
党
内
閣
は
、
総
選
挙
公
約
に
反
し
て
、「
聖
域
」
を
口
実
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の

参
加
を
決
定
し
た
。「
国
民
皆
保
険
は
守
る
」
と
し
て
い
る
が
、
製
薬
企
業
が
薬
価
決
定
に

干
渉
す
る
な
ど
、
国
民
皆
保
険
制
度
が
形
骸
化
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
我
々
は

断
固
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
か
ら
の
撤
退
を
求
め
る
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
経
済
成
長
を
め
ざ
す
と
し
て
い
る
が
、
雇
用
と
賃
金
は
依
然
と
し
て
低

水
準
の
ま
ま
で
、
逆
に
物
価
上
昇
が
国
民
生
活
を
襲
い
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
消
費
税
増
税

と
な
れ
ば
、
国
民
生
活
へ
の
打
撃
は
は
か
り
し
れ
ず
、
受
診
抑
制
を
益
々
強
め
る
こ
と
に
な

る
。
同
時
に
、
安
倍
内
閣
は
「
生
活
保
護
費
７
４
０
億
円
削
減
」
な
ど
を
予
算
化
し
、
さ
ら

に
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
の
も
と
で
、「
高
齢
者
も
３
割
負
担
に
」「
疾
病
別
に
患
者
負

担
を
、
カ
ゼ
は
７
割
負
担
で
」「
介
護
保
険
の
範
囲
の
縮
小
」
な
ど
の
社
会
保
障
改
悪
を
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
到
底
容
認
で
き
な
い
。

　

安
倍
内
閣
が
生
活
保
護
を
攻
撃
す
る
中
で
、
小
野
市
は
生
保
等
福
祉
受
給
者
を
市
民
に
監

視
さ
せ
る
市
条
例
を
策
定
し
た
。
こ
れ
は
経
済
的
弱
者
へ
の
差
別
と
偏
見
を
助
長
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
監
視
条
例
は
た
だ
ち
に
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
に
つ
い
て
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
る
兵
庫
県
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
安
全
」
と
の
説
明
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
防
災
リ
ス
ク
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
が
困

難
に
な
る
可
能
性
が
高
い
人
工
島
へ
の
移
転
は
許
さ
れ
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
を
経
過
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
て
、
医
療
や
介
護
の

確
保
は
、
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療
費
の
一
部
負
担
金
免
除
措

置
が
、
宮
城
県
で
廃
止
さ
れ
た
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
国
の
責
任
で
免
除
措
置
を
復

活
す
べ
き
で
あ
る
。
福
島
第
一
原
発
は
、
依
然
と
し
て
収
束
の
め
ど
が
た
た
ず
、
汚
染
水
の

処
理
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
廃
炉
へ
の
道
筋
を
明
確
に
し
た
原
発
ゼ
ロ
政

策
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

　

安
倍
内
閣
は
、
沖
縄
県
の
米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て
辺
野
古
へ
の
移
転
を
強
要
し
、
沖
縄

県
民
の
願
い
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
飛
行
ル
ー
ト
に
は
、
兵
庫
県
北

部
も
含
ま
れ
て
お
り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
の
ニ
ア
ミ
ス
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

自
民
党
の
「
憲
法
改
正
草
案
」
は
、
国
民
主
権
を
後
退
さ
せ
、
国
防
軍
を
保
持
す
る
な

ど
、
憲
法
の
立
憲
主
義
を
捨
て
去
り
、
９
条
の
改
悪
の
た
め
に
96
条
の
改
定
を
め
ざ
し
て
い

る
。
我
々
は
、
平
和
を
希
求
し
、
戦
争
を
し
な
い
国
と
な
る
こ
と
を
決
意
し
た
現
憲
法
を
、

断
固
と
し
て
守
る
決
意
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

記

一
、診
療
報
酬
の
不
合
理
を
是
正
し
、
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を
実
現
す
る
こ
と
。

一 

、社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
と
、
消
費
税
増
税
法
を
実
施
せ
ず
、
医
療
に
ゼ
ロ
税
率
を

導
入
す
る
こ
と
。

一
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
中
止
す
る
こ
と
。

一 

、東
日
本
大
震
災
の
医
療
と
介
護
費
の
一
部
負
担
金
免
除
措
置
を
復
興
が
完
了
す
る
ま
で

継
続
し
、
全
被
災
医
療
機
関
の
再
建
に
公
的
支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
。

一 

、再
稼
働
し
た
原
発
を
停
止
し
、
原
発
ゼ
ロ
へ
の
政
府
方
針
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
原
子

力
規
制
委
員
会
を
透
明
か
つ
公
平
・
民
主
的
な
機
関
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
。

一 

、県
立
こ
ど
も
病
院
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
移
転
計
画
を
中
止
す
る
こ
と
。
神
戸
市
の

「
先
端
医
療
産
業
都
市
」
を
見
直
す
こ
と
。

一 

、保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
実
現
す
る
た
め
、
保
険
適
用
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

一 

、窓
口
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
。
子
ど
も
と
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は
無
料
に
す
る

こ
と
。

一 

、高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
る

こ
と
。

一
、小
野
市
福
祉
給
付
制
度
適
正
化
条
例
は
廃
止
す
る
こ
と
。

一 

、オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
訓
練
を
や
め
、
普
天
間
基
地
の
「
国
外
移
転
」
を
ア
メ
リ
カ
に
求

め
る
こ
と
。

一
、平
和
憲
法
を
守
り
、
憲
法
通
り
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

 

２
０
１
３
年
５
月
19
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

　

文
化
部
は
５
月
12
日
に
ウ
ォ

ー
ク
企
画
と
し
て
、「
初
夏
の

尼
崎
（
あ
ま
）・
伊
丹
（
い

た
）
ウ
ォ
ー
ク　

伊
丹
ス
カ
イ

パ
ー
ク
と
田
能
遺
跡
を
め
ぐ

る
」
を
開
催
。
会
員
、
家
族
ら

19
人
が
約
６
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
行
程
を
歩
い
た
。
参
加
者

の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。
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■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 過去５年平均47％配当
■ 最高5000万円の高額保障　 
■ 配偶者1000万円のセット加入あり
■ いつでも増額･減額できます
■ 面倒な医師による診査は不要

精神疾患による就業不能も補償／入院は初日
から、自宅療養は５日目から補償／通算1000
日補償／天災によるケガも補償

● 月　払：１口１万円～（通算30口まで）
● 一時払：１口50万円～（毎回40口まで）

医師・歯科医師の老後設計に最適

急な出費にも１口単位で解約可能／
払込が困難なときは掛金中断、余裕
ができたら掛金再開／年金受給時
には10年・15年定額、15年・20年逓
増年金から選択、または一括受取／
万一の時はご遺族に全額給付

自
在
性
が
魅
力

�

死亡保険は安さが一番です

ご家族、スタッフも加入いただけます

病気やケガの休業に備えて
高い保険料を払っていませんか？

１．最長730日の長期保障
２．自宅療養、代診をおいても給付
３．手頃な掛金は満期まで上がりません

４．掛け捨てではありません
５．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
６．妊娠・出産に起因する併発病も給付
７．弔慰・高度障害給付あり

● 次回受付は８月１日開始

加入者が５０００人を超えました。

保険医年金保険医年金 グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度

所得補償保険所得補償保険

（８）第１７２０号（昭和43年６月12日第三種郵便物認可）兵 庫 保 険 医 新 聞２０１３年（平成２５年）６月５日（毎月３回５・15・25日発行）

－保険診療のてびき・671－

第21回
日常診療
経験交流会
演題より
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緒　言
　知的障害者更生施設では、精神発達に
障害を持つ入所者に対し、軽作業などを
行いながら、自力更生を目的に訓練と治
療を行っています。入所型施設では、介
護職員とともに寝食を共にする生活を送
っていますが、障害に目が行きがちで、
口腔内はおろそかになりがちでした。
　われわれは、1987年より年１回定期的
に歯科検診を行い、その結果をもとに口
腔衛生指導と歯科治療を行ってきまし
た。
　2004年、17年間の口腔衛生管理につい
て評価を行い、第14回日常診療経験交流
会で報告いたしましたが、それから６年
経過し、入所者および口腔内に変化が見
られてきましたので、報告します。

対象と調査項目
　Ａ施設は、1980年に兵庫県三田市に開
設された入所型の知的障害者更生施設で
す。現在、介護支援員14人をはじめとす
るスタッフ26人で、障害者に日常の生活
介護と更生訓練を行っています。入所者
は全員精神発達遅滞を呈し、てんかん発
作の既往を持つものが過半数を占めまし
た。
　対象は、Ａ施設入所者で1987年～2010
年（1995～1998年は中断）の歯科検診を
受けた106人、男性67人、女性39人で
す。検診を始めた年の男女平均年齢は、
33.8歳でした。23年間に退所や死亡など
で数人の変動がありましたが、毎年の検
診時には約50人の検診を行いました。
　調査項目は、①処置歯数と未処置歯
数、②喪失歯と義歯使用の有無、③アイ
ヒナーの歯牙欠損分類、④口腔カンジダ
菌活動性試験（ストマスタットⓇ）、⑤
う蝕活動性試験（カリオスタットⓇ）と
しました。

結　果
１）入所者と平均年齢
　図１は、23年間の在籍者数とその平均
年齢の推移を示します。
　途中、1995年から阪神・淡路大震災の
ため、1998年まで検診が行えず、グラフ
が途切れていますが、在籍者はほぼ50人
で推移していました。入所者、退所者は
１年に数人程度で、在籍者はほぼ固定さ
れていました。
　したがって、在籍者の平均年齢が、検
診を始めた1987年では33.8±10.3歳でし
たが、2010年では51.0±13.2歳に上昇し
ました。
２）処置歯数と未処置歯数
　図２は、１人当たりの処置歯数と未処
置歯数の推移を示したものです。
　1987年当初は、う蝕未処置歯の割合が
過半数を占め、１人あたり6.8本あり、
処置歯は5.2本でしたが、歯科検診とそ
の後の治療によって、徐々に処置歯の割
合が増え、2010年では処置歯は１人あた
り10.7本になりました。
　図３は、１人平均のカリオスタットと

ストマスタットの評価値の変化を示しま
す。
　カリオスタットは、口腔内のう蝕活動
性を示すもので、評価は、０、±、＋、
＋＋の４段階を数値化してグラフに表し
ました。一方、ストマスタットは口腔カ
ンジダ菌の活動性を示すもので、評価は
０、±、＋の３段階を数値化して評価し
ました。 
　23年間で毎年の変動が多少見られます
が、おおむね一定で目立った変化は見ら
れませんでした。すなわち、入所者の口
腔内細菌叢に変化が見られないことが示
唆されます。
３）喪失歯数と義歯使用者数
　図４は、１人当たりの喪失歯数と義歯
使用者数を示します。
　喪失歯数は2009年でやや減少しました
が、年齢の上昇とともに喪失歯数も増加
し、2010年で9.4本となりました。それ
とともに、義歯を装着する人の数も増
え、2009年、2010年とやや減少しました
が、2010年では在籍者56人中９人が義歯
を使用していました。
　障害の程度によっては、義歯装着でき
ない場合もありますので、そのために
2009年、2010年で減少したものと思われ
ます。
４）アイヒナー欠損歯列分類
　喪失歯数の増加と義歯装着者が増えた
ことから、歯牙欠損の状態について調査
しました。咬合支持域数の推移は、歯牙
欠損の進行と密接に関連しており、残存
歯数が多くても“すれ違い咬合”では、
咀嚼機能が大きく低下します。
　義歯装着者を含め、対象者の歯牙欠損
の状態をアイヒナーの分類（図５）にし
たがって分類し、その推移をみたもので
す。
　1987年当初、両側大臼歯部と小臼歯部
の四つの咬合支持域が保持されている分
類Ａがもっとも多く54％でしたが、喪失
歯数の増加とともに分類Ａが減少し、四
つの咬合支持域のうちいずれかが失われ
ている分類Ｂが最も多くなり、全体の
44.6％を占めるようになりました。（図
６）

考　察
　Ａ施設において在籍者の平均年齢の上
昇とともに、１人平均喪失歯数と義歯使
用者数が増加しました。１人あたりのう
蝕処置歯数が増加し、未処置歯数が減少
しました。したがって、入所者の対象疾
患が、う蝕から欠損歯列へ変わってきて
いることが考えられます。
　う蝕活動性試験、口腔カンジダ菌活動
性試験には変化が認められませんでし
た。
　入所者の高齢化と生活習慣病を合併す
ることが多くなることから、障害に加え
て合併疾患の状態を考慮しつつ、口腔衛
生管理を行う必要があると思われます。

知的障害者入所更生施設における
23年間の歯科検診のまとめ
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図２　１人あたりの処置歯数と未処置歯数
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図３　 平均カリオスタット値とストマ
スタット値
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図４　平均喪失歯数と義歯使用者

図５　 アイヒナーの分類 
Eichner's classification
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C：四つの咬合支持域（両側小臼歯部と大臼歯部）に対合接触がまったくないもの
B：四つの支持域に一部対合接触があるもの
A：四つの支持域すべてに対合接触があるもの

図６　アイヒナーの欠損歯列分類

C1：�上下顎に残存歯が存在するが対合接触がないもの
C2：�片顎は無歯顎だが、対顎には残存歯が存在するも

の
C3：�上下顎とも無歯顎のもの

A1：�上下の全歯がそろっているもの。数本の歯は崩壊
しているが修復可能である

A2：�片顎は欠損が存在しないが、対顎には限局的な欠
損があるもの

A3：�上下顎に欠損が存在するが、四つの支持域すべて
に支持があるもの

B1：四つの支持域のうち、一つに対合接触がないもの
B2：四つの支持域のうち、二つに対合接触がないもの
B3：四つの支持域のうち、三つに対合接触がないもの
B4：�四つの支持域には対合歯がなく、支持域以外（前歯

部）に対合接触があるもの
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